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序

長かった鉛色の空から解き放たれる季節の到来。路面を伝う雪解け水、

窓ガラスから差し込む陽光の温もり、誰もが日の長くなったことを素直に

喜び合う北辺の春の訪れです。

昨年の 5月に始めた遺構確認調査の調査箇所は、勝山館跡の直下、国道

228号に面する重要文化財・旧笹浪家住宅の周辺。行き交う車両の轟音に

悩まされながらの汗だくの作業でありましたが、見学者が多く、発掘作業

に従事している女性たちがガイドに早変わりしなければならない場面もあ

りました。

この間、文化庁記念物課をはじめ関係各機関の諸先生、調査研究専門員

としてご指導をお願いしている朝尾直弘、網野善彦、石井進、榎森進、仲

野浩の諸先生には遠路お越しいただき、懇切丁寧なご指導ご助言を賜りま

した。また建築学の立場からご指導を頂戴している文化学院の鈴木亘先生

にも貴重なご助言を賜りました。心より御礼申し上げます。

イクパスイ(棒酒箆)を筆頭に、「三 む志ろ」と墨書のある木簡、ア

イヌ民族最古の小弓、鉾状木製品など出土した多くの遺物は、マスコミで

取り上げられ、世間の関心は高まったように思われますが、当地方のアイ

ヌとの関わりはそれら遺物だけでなく、地名にも確実に遺っており、アイ

ヌとの関係を各方面から追究しなければ地域史を描ききれない、そういう

局面に立ち至ったと考えております。

また、 9月に行われた勝山館跡発握調査二O周年記念シンポジウムは盛

況裡に終わり、今秋には記録集として出版される運びとなりました。これ

も偏に多くの先生方のお骨折りの賜物と衷心より感謝する次第であります。

実り多かったシンポジウムの反省に立ち、文化財課5名のスタッフが自

ら演壇に立ち、開講した歴史講座には、延べ250人の地域住民が参加、地

域に根づいた文化財行政の今後の在り方を大きく示唆させてくれるもので

ありました。地域住民とともに地域史を語り合い、共有したい、失われて

いくものに光をあてたい、そんなささやかな願いが叶った講座でありまし

た。

今後とも精進に努め、開かれた文化財行政を推進して参りたいと考えて

おりますので、関係各機関、諸先生方には、より一層ご助言ご叱正を賜り

ますよう切にお願い申しあげ、刊行の挨拶といたします。

平成12年 3月

北海道槍山郡上ノ国町教育委員会

教育長上野秀勝
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例
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調査及び環境整備事業について概要をまとめ

たものである。

2.本年度の発掘調査は次の体制でのぞんだ。
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教育長上野秀勝
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国枝八回揚子藤田裕美松本津枝子

目黒加奈子

保存処理作業員 木村洋子油谷和枝

3. 本書の編集は松崎、松田が協議の上、松田が

行った。本書の作成は 1. Nを松田、!I.III

を松田・松崎、 Wを松崎の分担で執筆し、文
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= Eコ
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第 1部勝山館跡宮ノ沢川右岸地区の調査

I 調査の概要

1 調査

史跡上之国勝山館跡は昭和52年国指定、 54年より

環境整備に伴う発掘調査を実施し、本年度は21年

目の調査になる。これまでに館中心部や伝侍屋敷

地区を中心に調査を進め、 300棟を越える建物遺

構や土媛、柵列、壕を検出している。出土遺物は、

中国製陶磁器をはじめ七万点以上を数える。又、

骨角器やその未製品、シロシのある白磁皿やマキ

リ鞘等は館内にアイヌの存在を推測させ、上ノ国

における和人・アイヌ交流を窺わせる資料として

I主目されている。

本年度は、館主体部直下の市街地のー画の調査

を行った。館下の地区は平成 7年度より発掘調査

・分布調査が行われ、勝山館期や近世の遺物が出

土し、従来から指摘されていた勝山館の城下町や

近世の町場に関する資料が蓄積されつつある。今

年度調査は、これら一連の勝山館館下の調査に連

なるものである。又、本年度4月から行われた東

隣接地で住宅建て替えに伴う発掘調査等について

「上ノ国市街地遺跡調査報告 3Jとして今年度報

告がされているので併せて参照されたい。

2 調査法

史跡境界ラインを基準とし、 4mX4mのグリ

ッドを設定した。南北ラインををアルファベット、

東西ラインを数字で示した。測量方法は平板若し

くは遣り方測量にった。遺物の取り上げ方法は、

I層はグリッドを 2mX2mに4分割して一括取

り上げをし、 E層以下は実i則図に記録した後、レ

ベルを付して取り上げた。 IIc層には一部一括取

り上げのものもある。又、 IIcI畜はその殆どをサ

ンプリングし、屋内で水洗し、微細遺物の検出を

行った。遺構図は土墳は1/10、柱穴、溝、石積み

等は1/20、遺物分布図は1120で作成したが、 IIc

. d層は木製品の出土状況が分かるよう 1/10で作

成した。

3 額査経過

5月11日 調査区南部より調査開始。人力による

表土除去作業。トレンチ 1で堀跡を検出。旧笹浪

家住宅主屋のはなれ基礎石と推される石列を検出。

土域 5を調査。6月初旬 主屋正面石垣を検出。

7月上旬調査区西部IIc層より陶磁器、木製品

多数出土。 8月6日 IIc 層より木筒、イクパス

イ出土。 9月30日 丸木弓出土。 10月26日 埋め

戻し作業等終了。器材の撤収を完了し、調査終了

とした。

4 基本層序

基本的には勝山館跡中心部等の調査を基準に依

拠したが、今回の調査では一部細分している。

I層 近代以降の整地層。一部細分される。

a層 黒色土、褐色土(昭和30年代以降)

b層 黒色土、褐色土(昭和30年代以前)続

上ノ国村史口絵写真で見られる旧笹浪家路面等が

相当する。

E層 出土遺物、土質から 4層に細分される。

a層 黒色土、褐色土。 (1640年以降一近代)

b層 白色火山灰。 Ko-d(駒ヶ岳1640年降灰)

C層 葦を含む。木製品等を大量に含む。磯

粒で構成される問層があり細分される(慶長期)

cA層 黒色土層、磯粒等で構成される層が

最下部にあり、 B層と分かつ。

cB層黒色土層。

d層砂層。 16末一17初頭の染付、越前播鉢

が出土する。(慶長期)

E層 勝山館存続期に該当する遺物包含層。今

回の調査では確認できなかった。(中世)

W層 中世以前の堆積層、細分される。

a 磯層(続縄文時代ー中世)。

b 黒色土層(続縄文時代、恵山期相当)。

C 黒色土層。(縄文時代後・晩期、入江式、

上ノ図式)。

V層 磯層。(縄文時代後期以前)

VI層際層、砂層。

5 保存処理

鉄製品390点、銅製品50点、木製品300点の処理

を行った。併せて、処理済鉄製品の内、錆が生じ

たもの400点の再処理を行った。(松田)
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E 遺構確認調査

11調査目的

今回の調査地点は、勝山館の主体部直下、正面

に位置する地点であり、従来から根小屋が想定さ

れる場である。平成 4年の試掘調査では瀬戸美濃

灰紬碗(大窯 I期)片も出土し、平成 9年度実施

の分布調査では唐津胎土目積み血が複数出土して

いる。また周辺地区は、勝山館期の遺物が集中し

て出土している地区でもあり、勝山館の城下町の

存在が推される地である。しかし、部分的な調査

であるために勝山館期の遺構は確認されておらず、

場の性格の特定には至らず、未知の領域といって

もよい状況にあった。今回の調査は、この地区の

性格解明が調査目的の一つである。併せて本年度

より解体修理を実施する北海道最古の民家重要文

化財旧笹浪家住宅主屋関連の遺構確認も目的とし、

発掘調査を行った。

2 検出遺構と出土遺物

(1) 位置

勝山館の中心部直下、宮ノ沢川の右岸に位置す

る。標高 7m前後、現在の海岸線から直線距離で

約50m程の所に位置する。宮ノ沢川の左岸には、

明治 9年に勝山館内からこの地に遷座した上ノ園

八幡宮があり、寺ノ沢川を越えると嘉吉三年の縁

起が伝わる古利上園寺がある。

(2) 層序

調査区南部旧笹浪家住宅主屋裏庭は、昭和期の

庭の造成で撹乱され、 I層(明治以降)と IIa層(江

戸時代)の細分が困難であった。北部主屋正面は

現国道造成の時に磯層まで削り、その上に砂利層

が盛られている。調査区南部や西部では白色火山

灰 IIb層 (Ko-d、1640年降灰)が堆積し、その直

下には勝山館期の堀跡や出土遺物から慶長年間頃

と推される黒色土(II c 層)の堆積が見られる。

IIc層は葦が大量に混じり、かつてこの地が葦原

であったことを窺わせる。調査区全体に縄文時代

後期一統縄文時代の遺物を含む黒色土 (Nb層)

が堆積し、その下層は灰色の砂層 (V層)、磯層 (VI

層)になる。尚、今回の調査では中世の遺物包含

層 (m層)は確認できなかった。(松田)

(3) 遺構

1 勝山館跡期の遺構:(第 5・10図)

重要文化財旧笹浪家住宅裏手、調査区南半に設

4 

定した三ヶ所のトレンチで巾 4m、i奈さ1.2m程

で断面V字形の落ち込みを検出した.第 2号トレ

ンチで1640年降下の駒ヶ岳火山灰下に掘り込みが

認められ、 トレンチ 3の覆土下部で15、16世紀の

青磁皿が出土したこと、駒ヶ岳火山灰が堀跡上部

に水平に堆積している地区があること、調査区南

西隅で検出した慶長期頃の遺構面がこの堀を埋め

戻した上に形成されていることなどから16世紀以

前、勝山館存続期併行とした。他に覆土からガラ

ス玉が l点出土した。幕末に建設され、明治期に

現状が整えられたと推される重文旧笹浪家住宅の

背面景観を損なう事を避けるため堀跡の全面発掘

は実施していないが、 トレンチ相互の位置関係か

ら総延長22mを推測した。西、宮ノ沢側について

は平成12年度に雑倉を解体後に幕末・明治期の遺

構確認と併せ、宮ノ沢川との取り合い等も含め再

度確かめる予定である。東側の形成についても!日

笹浪家住宅修復工事の進捗に合わせ、検討する予

定である。

空掘内鍛冶関連廃棄物・調査区南東部空堀北斜

面覆土、中・下位に炭化物、鉄淳、羽口等の廃棄

がみられた。石製羽口が堀中央底近くに位置して

いることから、掘が自然に埋没し始めた頃の廃棄

かと推した。前述の羽口に近接して青磁剣先選弁

文碗が出土していることから、上限は15世紀末頃

と推される。石製羽口l、陶製羽口11、鉄津 .?容

融物142、内、磁着の強い物13、同弱いもの17、

鍛造剥片 6、小柄?・万子各 1を数える。鉄浮等

のうち鉄錆色を呈するものは14点である。また椀

形淳は 3点である。廃棄の方向は堀北、現笹浪家

住宅側であり同住宅下位に出自が求められる。尚、

第10図分布図中の陶磁器二点は17・18世紀の伊万

里碗である。出土位置も高い。(松崎)

2 土墳 5: (第11図、 PL.10-5) A 1-B 1 

区に位置する。方2.2mの平面形を呈し、南壁西

寄りに張り出しの痕跡が僅かに確認された。勝山

館期の堀の覆土を掘りこんで作られる。覆土より

志野丸皿(第17図14・15)、染付皿、越中瀬戸鉄

紬皿が出土している。覆土上面に礁の集中箇所が

あり刀子、唐津向付(第20図 1)、備前播鉢(第

19図11) が出土した。平面形、規模は勝山館跡で

検出される竪穴に類似するが、四隅や壁際に柱穴
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表1 南北セクション東壁土層観察表 (A-A' ) 
[-} 7.5YR 3/2 鳳褐 11縄色土主体 様鐙
[-2 lOYR 4/3 11 縄色土主体 機敏 ややソフト 策土佐炭化物少量
[-3 7.5YR 4/4 縄 .8:柱主体 炭ftlll微量[-， 7.5YR 4'4 11 枯責土主体 ハード

[-5 7.SYR 4/3 制. .盆位と砂粧主体 ハード

[-， 7.5YR 4/4 11 やや葺い砂利主体 Yフト

[-， 7.5YR 4/34/4 禍 'J、機と荒い様位主体 ソフト
U-} 7.SYR 4/4 縄 .盤位と疎設主体 ハード粘性強し

U-2 7.5YR 4/44/3 縄 結貧土主体 .粒 1、ード

U-3 7.5YR 4/3 相・ .盆位と割拠位主体 ソフトやや粘性

Na-l 7.5YR 3/3 暗褐 複層 ややソフト

Na-2 7.5YR 4/4 相. 機曙 ハード

Na-3 7.5YR 4/3 縄 様層 I、ード

Na-4 7.5YR 4/4 • lIi霊位主体 やや荒い基盤粒 温性

Nc-J 7.5YR 3/1 1111 黒褐色土主体 温性粘置

Nc-2 7.5YR 211 11 相・混入 温性

Nc-3 7.5YR 313 lfll 砂組主体 温性

IVc-4 7.5YR 4/3 相. 砂位主体 縄色砂縞状に縫横 ソ7ト温性

v-} 7.5YR 3/3 同fI・ やや荒い砂絵主体 ソ7トローム ハード

V-2 IOYR 4/3 暗割. やや互い砂位主体 ソフトローム ハード

V-3 lOYR 4ノ3 JI・ やや荒い砂位主体 ソフトローム J、四ド

v-， 7.5YR 3/2 級制. やや互い砂位主体 ソフトローム ハード

V-5 1.5YR 3/3 暗綱 やや葺い砂位主体 ハード

v-， lOYR '13 相. 砂栓主体 貧縄色の砂混じる ハード

v-， 7.5YR 3/3 四官縄 砂位主体 ハード

v-， 7.5YR 3/3 暗割. .層

イ 7.SYR 
ロ 7.5YR 4/4 4/6 禍 機層 ややハード
J、 7.SYR 4/4 相. .盤機と粘貿土主体 ややハード

7.5YR 4/，( 褐 機層 ハード

'" 7.5YR 4/44/6 禍 砂位主体

ヘ 7.SYR .01/4 制. 草い砂利主体 ソフト

ト 7.5YR 4/44/6 褐 得色給費土と砂絵主体 ソフト

テ 7.5YR 4/4 宜ぃ礎控主体 {チ)より細かい

7.5YR 4/4 4/6 砂縫主体 -聖位砂段 ソフト

ヌ 7.5YR 4/4 荒い様位主体 ややソフト

ル 7.5YR 4/44/6 ハード

ヲ 7.SYR 4/34/4 結貧土主体 結11土と砂位繍状に縫被

ワ 7.5YR 4/4 買い砂位主体 ソフト

カ 7.SYR 4/44/6 結貫主と砂位主体 ソフ砂

ヨ 7.SYR 4/3414 荒い砂位主体 7.5YR712明褐灰の火山灰刊}少量 ややソフト

タ 1.5YR 4/4416 結置土主体 ハード

レ 7.SYR 4/4 4/6 lIi霊位主体 下面給賀 ハード
y 7.5YR 4/44/6 結置土主体 ソフト

γ 7.SYR 4/4 結置土と砂絞主体 ソフト

ネ 7.5YR 4/4 4/6 給賞土主体 ソフト

ナ 7.5YR 4/44/6 様屠 ハード 炭化物少量

ラ 7.SYR 4/3 結置土主体 ソフト

ム 7.5YR <1/4416 赤・優位主体 ハード 下面に炭化物

ウ 7.5YR 3/1 2/1 粘置土主体 ゾフト

S争 7.5YR 312 縄 粘貧土主体 ソフト

ノ 1.5YR 3/1 211 鳳禍 粘賀土主体 ソフト 炭化物プロック状に提じる

オ 7.SYR 4/4 褐 .屠

ク 7.5YR 212 繍伺 粘置土主体

ヤ 7.5YR 3/2 3/3 鳳禍 炭化鞠主体 ソフト

マ 7.SYR 3/3 時制. 風情色土主体 ソフト 坦性 C多量

表2 南北セクション西壁土層観察表 (8-8' ) 
[-} IOYR 3/3 同‘"・ 暗褐色土主体 白色火山灰繍盆.8:位 炭化物少量

Ob-! 7.SYR 713 明縄灰 白色火山灰

fib-2 IOYR 3/' lfll 暗縄色土器盤鐙主体 ややソフト

Db-3 IOYR 212 続縄 11褐色土.8:位主体 .往 メヲト 炭化物少畳

Db-4 7.5YR 411 赤割. オリープ褐色砂主体 .8:絵 ややハード

Na-l 7.5YR 3/3 m・割. .盤様盆主体
Na.2 7.5YR 414 事. 車い.霊位主体 赤色様鑑賞褐色様

lVa.3 7.5YR 4/6 事. 車ぃlIi盤位主体

IVc.1 7.5YR 312 鳳褐 結置土主体 樋物混入

IVc-2 7.5YR 4/1 制. 灰鮎性のシルト主体

IVc-3 7.5YR 211 鳳 結性土主体 個物混入

IVc-4 7.5YR 3/1 胤褐 粘性のンルト主体 植物混入 J、ード

イ 7.5YR 414 縄 結置土と砂絵主体 1;1主絵 炭化物少量

ロ 7.5YR 4/3 褐 .8:1県松主体 炭化物少量
J、 7.5YR 4/4 禍 lIi盤様位主体

7.5YR 414 褐 .盤機松主体

ホ 7.5YR 4/3 縄 ヲEい様主体 世 5園以下の鴫粒

へ !OYR '13 制. 機位主体 世}-以下の疎位

ト 7.5YR 4/4 調・ 欄層

チ IOYR 41' 縄 砂位主体 .盆様位

') 7.5YR 312 暗褐 粕置土主体 ハード

ヌ 7.5YR 414 褐 様JI 民ftl・備状.， 7.5YR 4/4 割. やや荒い基盤盆主体 結置土

，・ 7.5YR 414 割. 結置土主体 砂段

う 7.5YR 414 調・ 給費土主体 砂位 (い)よりやや草い

え 7.5YR 414 a・ 鮎置土主体 砂絵 ソフト

表 3 南北セクション東壁土層観察表 (C-C' ) 

7.5YR 4/3 褐 やや草い嘩主体 様舷

7.5YR 413 情 やや荒い穣主体 白色火山灰少量

10YR 6ノ2 灰貧縄 白色火山灰

7.5YR 3/3 崎倫 基盤組主体 白色火山灰少量砂粒

7.5YR 212 胤褐 鳳褐色土主体 置い棟粒 |炭化物

7.5YR 4/4 禍 lIi盤位主体 細かい基盤位

7.5YR 211 JI， 炭化物主体

10YR .1. 補 .11盆主体 .盤Ii

IOYR 413 縄 働色土主体 .盤絵 | 焼土佐微量炭化物少量
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日b-' 7.SYR "/4 縄 給置土主体 砂栓 ソフト 炭化物少量

D b~ 10 7.5YR 4/4 相. lI;鍵.主体

Na-J IOYR '14 褐 .主体

Na-2 IOYR <16 禍 lI;盤位主体

Nc-J 7.5YR 4/1 111 灰粘性のシルト主体

Nc-2 7.5YR 211 11¥ 給賀土主体

v・1 IOYR 4/44/6 褐 機層

イ 7.5YR 4/3 褐 結賓土砂位主体 lI;盤鐙 ソフト

ロ 1.5YR 4/4 褐 給費土砂位主体 {イ) より枯位強い
，、 7.5VR 4/3 褐 砂主体

'" 7.5YR -4/4 禍 給置土と砂絵主体 (ロ)より草い砂混じり

へ 7.5YR 414 褐 大線基盤機往主体 玉砂利多量

ト 7.5YR -4/3 事. 大様。粘貧土主体 砂設やや多し小様

チ 7.5YR 4/44/3 禍 *..，1、破主体

リ 7.5YR 4/3 褐 大様小破主体

ヌ 7.5YR -4'3 褐 大様。小康主体

ル 7.5YR 312 鳳0・ f，l賓土主体 小繍

ヲ IOYR '" 褐 結貧土砂段主体 lI;lI鐙小磯

ワ 7.5YR 4/3 柵 lI;lI.盤主体 玉砂利少量 炭化絢微量

カ 7.5YR 4/3 筒 砂往主体

ヨ 7.5YR 312 鳳褐 給置土主体 lI;盤位小磯

タ 7.SYR 4/3 相. 機主体

表4 南北セクション東壁土層観察表 (D"ーD"')

Ia-1 砂ー磯主体 盛土

1:a-2 IOYR <13 縄 給貧土主体

Ia-3 7.SYR "'/3 褐 縄色土主体 様位 ハード 炭化幼少量

!，・4 7.5YR 414 相. lI;lI位

la-5 7.5YR 3/3 時褐 同島褐色土主体 白色火山灰様飽き盤段 ハード

!，・ 6 7.5YR 4/3 褐 銅色土主体 畷位 焼土勉炭化物多量

1:1-7 7.5YR 4/3 褐 白色火山灰やや荒い様粒 炭化物少量

la-8 7.5YR 4/2 灰褐 灰縄色土主体 白色火山灰様粒 ソフト 焼土危険化物少量

Ib-! 7.5YR "'/44/6 禍 lI;盤位主体 ハー ド

目，-1 1.5YR 4/44/3 同 縄色土主体 帖貴土と砂投稿状に地楠ソ 7トローム 嘩性

Oa-2 7.5YR <413 相. 暗縄色土主体 炭化物少量

sb-} 7.5YR 4/3 褐 暗褐色土主体 機位進盤往 ハー ド

OcB-6 7.5YR 3/3 11褐 炭化物主体

目('8-7 7.5YR "'/4 相. 銅色土・燦主体 炭化物少量

日cA-j 5YR 112 鳳 風色土主体 樽物混入 給.

DcA-2 7.5YR 212 瓜禍 /t.褐色土主体 組物混入 '由貿
目cA-3 7.5YR 212 /t.禍 賓館奪主体 偏物混入

日cA-.j 7.5YR 212 /t.縄 限縄色土主体 継物混入様粒主体 ややソ7ト

DcA-5 7.5YR 112 11¥ 繍色土主体 ややソフト

Dd-4 JOYR 212 黒縄 11¥褐色土主体 嫌物混入 ややソ7ト

IYc-l 7.5YR 212 11¥・ 植物理入 湛11
IVc-2 7.5YR 312 11¥111 11¥縄色給置土主体 塩性

I¥'C-3 7.SYR -4/-44/6 縄 lI;霊位主体 湿性

rlc・4 7.SYR 4/2 灰縄 結貿土僚主体 温性

IVc-5 7.5YR 211 鳳 鈷貿土主体 温性

IVC-6 7.5YR 3/23/3 瞭帽

;， 7.5YR of/3 "・ 1M褐色土主体 白色火山灰ローム粒lI;盤位 ハード 炭化物少量
u、 7.5VR 4/3 事. 瓜縄色土主体 白色火山灰ロ『ム位占底値段 (あ)より明るい ハード

う 7.5YR 4/34/4 情 鳳縄色土主体 白色火山灰ローム控基盤位 ハード

え 1.5YR 4/3 -4/4 陶 置い破柱主体 ハー ドやや枯性 緑化物少量

お 7.SYR 3/3 -奇術 給貧土様位主体 鋭化物概量

カ‘ 7.SYR 312 却眠111 結貧土 lI;盤位主体 炭化物少量

イ 7.5YR 3/3 11111 11111色土主体 .柱 ややハード 公定土盆炭化絢少.

ロ 7.SYR 4/34/4 褐 ハ四ドローム主体 栂位 ハード 後土位炭化物少量
，、 7.5YR 3/3 11111 暗褐色土主体 白色火山灰疎往 ややソフト 健土佐

1.5YR 3/3 11褐 11褐色土主体 白色火山灰多量機敏 ややソ7卜 lIt土盤

ホ 7.5YR 412 4/3 灰情 灰褐色土主体 白色火山灰少量順位 ややハード 後土粧

ヘ 7.5YR 3/3 IlIf褐 略褐色土主体 白色火山灰破投 ややハード 後土佐

ト 7.5YR 312 胤0・ 給置土主体 機土絵 炭化検微量

チ 7.5YR 3/2 11¥綱 /t.褐色土主体 白色火山灰多畳 ややソフト 炭化物微量

7.5YR 313 IlIfl・ 時褐色土主体 白色火山灰少量蘭位玉砂利 ややハード 炭化物少量

ヌ 7.5YR 211 鳳 段ft物主体

ル 7.5YR 4/3 割. 縄色土主体 白色火山灰多量破鐘 ハード

ヲ 7.5YR 312 111111 風倒色土主体 白色火山灰少量破段lI;lI段

ワ 7.5YR 312 a・縄 給貿土様位主体 白色火山灰傑量 ハード

カ 7.5YR 4/34/4 褐 111色砂tl主体

7.5YR 4/3 割. 銅色土主体 標柱ハードローム J、ード 炭化魯微量

2 7.5YR 4/3 縄 得包土主体 様位ハードローム ハード 機土佐炭化物自民量

3 7.5YR 4/3 縄 婚色土主体 .位ハードローム ハード帖性 焼土盤炭化物微量

4 7.5YR 3/3 暗割・ 炭化物主体 ソフト粘性に富む 機土粒

5 7.5YR 3/3 暗褐 結貧土主体 結置土と砂位繍状に地欄温性 IItft絢微量

6 7.5YR 4/3 111 枯貿土主体 給置土と砂位繍状に雄被理性

la-2 砂 様 主 体 盛土 ハード

Jb-4 7.5YR 412 4/3 灰縄 砂 様 主 体 玉砂利 ハード

E車・1 7.5YR 4/34/4 蝿 褐色土主体 .絵lI;盆様

Ua-2 7.5YR 4/4 割. .11 
目d-I 7.5YR 4/6 111 .康晴

IYc-J 7.5YR 312 n眠111 砂柱主体 理性

IYc-2 7.5YR 412 灰鍋 砂栓主体 温性

IYc-3 7.5YR 4/6 111 縄色磯縫主体 i墨色

IVc-4 2.5Y 4/1211 胤 貧灰砂柱主体 様性

表5 南北セクション西壁土層観察表 (E-E') 

.土

湿性

7.5YR 211 鳳 植物量入

体

入
主
入

操

土

混

物
質
物

楓
結
樋

姐
間

風

暗

黒/
 

1

3

7

 

U

U

I

 

R

R

R

 

Y

Y

Y

 

5
5
5
 

7

7

7
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7.SYR 212 鳳筒 黒褐色土主体

7.SYR 1.711 111 組物混入

7.SYR 212 鳳倒 継物量入

7.SYR 1.711 鳳 楓物混入

7.SYR 312 a眠褐 給貴士主体

JOYR 312 胤禍 結置土主体

7.SYR 3/3 暗褐 車い様役主体

5Y 3/1 オリープ 黒オリープ色の砂位主体

表6 東西セクション甫壁土層観察表 (F-F' ) 

組
問
姐
潤

黒
鳳
鳳
鳳
鳳
暗

2
 

/
 

1

2

1

 

/

/

 

l
7
1
7
2
3
 

J

J

J

/

 

2
I
2
I
2

3

 

R

R

R

R

R

 

Y
Y
Y
Y
R
Y
 

5
5
5
5
Y
5
 

7
7
7
7
m
7
 

植物混入

姐物混入

綱砂位主体

姐物混入

値魯置入

車い砂鐙主体 権絢混入

理性

湿性

表7 調査区北壁土層観察表 (G-G' ) 

la-} Il土 (玉砂利)

Ia-2 盛土(玉砂利)

11-3 5YR 2ノl 鳳褐 結置土主体 楓物混入線住

Da-} 7.SYR 4/3 相. ".位主体 緋色機敏 炭化物少.

Da-2 7.SYR 312 111111 
Da-3 3'2 111 給費土主体 植物混入

Na-J 7.SYR 312 瓜縄 機主体 赤色機敏 様化物少量

Na-2 7.SYR 4/4 禍 "鑑位主体 鋭化物少量

NI-3 7.SYR S/6 明縄 機主体

Dr:A-4 7.SYR 3/1 /1¥111 結貧土主体 植物iI!入

Dr:A-6 7.5YR 1.711 111 結置土主体 継物混入

Dr:A-7 7.SYR 211 黒 粘貿土主体 植絢揖入

Dr:B-J 7.SYR 1.711 胤 結貧土主体 樋鋤混入

DcB-2 7.SYR J.7I1 黒 粘置土主体 樋絢混入

"'5 lOYR 3/1 思 褐粘貿土砂位主体 結置土と砂位備状に地積

"d6 5Y 3/1 オリーフ 砂位主体 継物混入

鳳

JVb-1 7.SYR 1.711 鳳 風色土主体 備絢混入 粘性

JVb-2 7.5YR 3/1 鳳縄 納責士主体 青色様絵 却を土u微鑑

Nb-3 5Y 3/2 オ"-7. 置い標柱主体 植絢混入

S眠

IVb-4 5Y 4/1 阪 砂位主体 上面に粘賀土プロ フク状に堆楕

JVb-S 7.SYR 3/1 胤縄 結置土主体 炭化物微量

IVc-J 7.SYR 4/1 JIf・ 給賀土主体 膏色様舷土Ii 炭化物少量

IVc-2 7.SYR 4/1 3/1 褐灰 砂位主体 情色様位綜色様位土Ii

Nc-3 10'r'R 1.7/1 a眠 黒色土主体

IVc-4 5 Y 211 灰 砂位主体

表8 北東セクション南壁土層観察表 (H-H' ) 

1a-1 
11-2 

Ia-3 7.5YR 4/3 • 玉砂利様主体

Ib-I 7.SYR 4/3 構 荒い司順位主体

Ib-2 7.5YR 414 4/3 制. 事.優位 玉砂利主体ガラス甑

Ib-3 7.S'r'R 3/2 鳳縄 玉砂利欄主体

Ib-4 7.SYR 3/4 11縄 ;!<色.主体

Ib-S 7.5'r'R 414 制. 置い侮色・主体

0.1-1 7.SYR 4/3 褐 "・
DI-2 7.5YR 4/4 相.

"・
Oa-3 7.S'r'R 3/3 11111 やや買い穂位主体

E事-4 7.S'r'R 3/3 11111 積層

Na-l 7.5'r'R 4/4 褐 赤色標主体 J、ード

Na-2 7.S'r'R 4/24/3 灰禍 砂泣主体 ソフト

lVa-3 7.5YR 4/6 禍 "主体
Na-4 IOYR 6/6 明 J1f!・
NI-5 5Y 4/6 縄 赤褐色の様主体

1V1-6 7.SYR 4/4 制. 荒い裏取主体 ソフト

1V1-7 7.SYR 4/6 褐 縄色砂絵主体 ソフト

JVI-8 7.SYR 312 If 縄暗縄色砂粒主体

1V1-9 7.SYR 414 4/6 禍 様主体

NI-IO J;盤位主体

TVc-J 7.5YR J.71J 111 鳳色土主体

IVc-2 5Y 4/6 あ縄 綜縄色機主体

IVc-3 7.SYR 4/4 相. 褐色穣主体

lVc-4 砂絵主体

海イ

ロ 5Y 3/4 11111 置い暗褐色様主体

石垣イ 7.SYR 3/3 11縄 " 位 玉砂利 ハード

ロ 7.SYR 312 鳳縄 荒い様主体 炭化物多量

表9 東西セクション南壁土層観察表 (1' ーI") 

1-1 10'r'R m 褐 玉砂利瞭ハードローム ハード

1-2 JOYR 4/3 貨褐 玉砂利擁ハードローム ハード

Oa-l 7.S'r'R 4/3 縄 褐色土主体 棟位ハードローム J、F ド

0.1-2 7.5YR 3/2 風"・ 枯貧土主体

自畠齢 3 7.5YR 3/2 自眠網島 結置土主体 湯性 鋭化物多量

DI-4 7.5YR 3/2 繍褐 給置土主体 理性 炭化物多量

l¥Ia-1 7.SYR 4/4 縄 褐色土主体 結置土と砂段8賞状 ハード

1¥11-2 JOYR ./4 !II 様屠 割限

1¥11-3 7.SYR 3/3 暗褐 暗縄色様.

1¥11-4 7.SYR 4/4 褐 通島.畷

l¥Ia-S 7.SYR 416 

"‘ TVc-J 7.5YR 211 黒 黒色土主体
」 一
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P 1-イ 7.5YR 3/3 IIfIll 四面掲色土主体 様位ローム柱 ややソフト 機土粒鋭化物やや多

ロ 7.5YR 312 鳳縄 胤縄色土主体 欄位ローム粒 ややソフト 焼土佐炭化幼少量

P 2-.， 7.5YR 3/3 IIfl‘ 暗褐色土主体 碩位ローム栓 ややソフト 燐土柱炭化物多量
1ρ 7.5YR 3/3 11111 11褐色土主体 .位ローム盆 ややソフト 機土tl
P 3-} 7.5YR 4/4 調・ 褐色土主体 硯位ローム投 J、ード 娩土佐

P3・2 7.5YR 313 111・ 周監褐色土主体 .位ローム泣 ソフト 鍵土佐

P3・3 7.5YR 3/3 

'“ 
四官褐色土主体 様位ローム控火山灰 ソフト 鍵土位

P 3 -4 7.5YR 3/3 11働 四E褐色土主体 損控ローム栓砂栓 ソフト 焼土盤

土績 9イ 7.5YR 213 笹屠褐 周監樋色土主体 ソフトローム ソフト 続土佐炭it絢少量

ロ 7.5YR 212 11縄 鳳褐色土主体 ソフトローム ソフト 機土佐炭化幼少量
，、 7.5YR 212 n‘'‘ 鳳樋色土主体 ソフトローム ソフト粘質 焼土佐炭化幼少量

7.5YR 212 繍鋤 鳳0・色土主体 ソフトローム{ハ)よりやや暗い ソフト粘質 機土絵炭it物少量

ホ 7.5YR 3/3 暗縄 四E鋤色土主体 ソフトローム ソフトやや枯質 後土佐艇it鞠少畳

へ 7.SYR 312 11¥11 鳳褐色土主体 調亀土投炭化物少量

scB-I 7.5YR 2/1 鳳 鳳色土主体 粘質土ソフトローム

DcB-2 7.5YR 312 鳳11 給置土主体 枯置土ソフトローム理性 炭化・少量

1..-1 IOYR ".‘ 制. 玉砂利様 ハード

1;.-2 1.SYR 3/3 暗'‘ lIf褐色土主体 疎柱 ハード 後土tl炭it鈎少量

N，-! 1.SYR 4/3 褐 ." JVa-2 7.5YR 4/3 It縄 砂盤主体

JV.-3 5Y 3/6 暗赤網 赤帽色の様主体

'Na-4 7.5YR 4/3 11 荒い欄主体

JVa-5 7.5YR 4/6 褐 褐色の砂柱主体

Nc-J 7.5YR 211 11 属褐色土主体

IVc-2 7.5YR 212 11褐 鳳補色土主体

rYc-3 7.SYR 312 11・ 砂~主体 やや給置

Nc-5 5Y 3/1 オリーフ 砂位主体

禍

II/c-6 7.5YR 4/4 褐 茸い砂校主体 ソフト

表10 東西セクション南壁 (J-J' ) 

Ib-! 7.5YR 312 鳳縄 瓜綱色土主体

DcA-6 7.5YR 3/3 11縄 暗縄色土主体 炭化物少量

DcA-7 7.5YR 3/1 312 鳳11 暗褐色土主体

DcB-} 7.5YR 1.711 a‘ 鳳縄色土主体

DcB-2 1.SYR 211 鳳 鳳縄色土主体

DcB-J 7.5YR 1.711 11 鳳褐色土主体

DcB-5 7.5YR 212 -際情 嵐縄色土主体 福絢混入

Dd-l 7.5YR 4/4 11褐 褐色火山灰主体

日'-2 7.5YR 1.711 褐 鳳褐色土主体 土器

Dd-3 7.5YR 4/4 禍 11褐色土主体 火山灰

lV.-! 7.5YR 4/3 胤 照褐色土主体

Nc') 5Y .11 褐

Nc-2 7.5YR 311 a眠術 土罷

JVc-3 7.5YR 4/1 縄灰 11色土炭化絢主体

表11 東西セクション南壁土層観察表 (K-K' ) 

【-1 盛土 11土
1-2 lOYR 312 瓜縄 鳳縄色土主体

1-3 IOYR 3/3 IIfIl 暗僧色土主体 炭化物少量

1-. IOYR 3/3 -官制. 11褐色土主体

Ko-d 

DcA-6 7.5YR 1.711 黒 給置鳳色土主体

DcA-7 7.5YR 412 灰賃制. 砂絵主体 基盤位醸位7.5YR6/2火山灰 炭化物少量

scB-1 10YR 211 鳳 鳳色土主体 結性 ややソフト 炭化魯少量

DcB-2 IOYR 213 鳳縄 鳳褐色土主体 lUl敏様粘性 ソフト 炭化絢少量

UcB-3 IOYR 211 鳳 胤色土主体 組lIIiI!入粘性 ややソ 7 ト 炭化絢少量

lVa-1 7.5YR 412 飯綱 枯置土主体 炭化術少量

)¥11-2 7.5YR 4/2 灰褐 置い標柱主体 lI;盤位標柱 鋭化物少量

JV.-3 7.5YR 4/6 事・・R・ 基11位

Na-.f， 7.5YR 4/3 縄 荒い磯位主体

lVa-S 7.5YR 4/6 。. .蚊主体

Na-6 2.5Y ./3 オリーフ. .位主体

禍

Nc-l 2.5Y 3/1 鳳側. 給費土主体

Nc-2 7.5YR 211 胤 鈷買土主体

Nc-3 7.5YR 3/1 鳳 悔給置土主体

Nc-4 7.5YR 1.711 鳳 結貧土主体

10 
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第 5因 調査区遺構配置図 1 (昭和30年代末一現代)
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第 6図 調査区遺構配置図 2 (明治20年代~昭和30年代前半)
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第 7図 調査区遺構配置図 3 (創建期一現代)
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第 8図 調査区遺構配置図 4 (勝山館廃絶直後遺構)
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を検出できず、検討を要する。遺構の存続時期は

堀廃絶直後から宮ノ沢川右岸IIc層堆積頃と推さ

れる。(松田)

3 旧笹浪家住宅関連遺構 :(第 5-7図)

旧笹浪家住宅は、笹浪家5代目当主久右衛門(1838

年没)の建築と伝えられる民家である。初代は享

保年間に能登国笹浪村より松前郡福山に渡り、後

に上ノ国に移住したという。代々当主は久右衛門

を名乗り、漁業を大規模に営んでいた。又、幕末

の8代目は村の名主を勤めるなど、上ノ国でも有

数の旧家であった。当家に伝わる「家督普請相」

には安政4 (1857)年に土台替え、翌年に屋根の

葺き替え工事を行った際の記録が残り、又、主屋

の材の古さから19世紀前期の建築であると、調査

された元文化庁宮沢智土調査官は結論し、現存す

る北海道最古の民家建築と位置付けられた。家屋

の規模は桁行15.9m、梁間11.9m。切妻屋根、石

置板葺(現在は鉄板仮茸)、平入り、援は下見板張。

宮ノ沢川の対岸には、当家に属した嘉永元 (1848)

年建築の蔵(現在解体し部材を保管中)と明治18

(1885)年築の蔵がある。今回の調査は裏庭を中

心とした主屋周辺を行い。次年度は床下の一部と

主屋西南にある雑蔵前 ・下を調査予定である。

3-1 創建期~幕末期(第 7図、 PL.10-1・2)

家に伝わる古絵図や口伝により裏庭に「はなれj

が在ったことが知られる。古絵図では、はなれは

主屋南側の東寄りに三間×二聞の規模で、西にイ

ンカワ(縁側)、東南隅に忍(納戸のことかり

があるとされている。又、主屋正面(北側)は明

治初頭頃、道路拡幅で三尺縮めたと伝えられ、現

建物よりは若干梁間方向が広かった。

旧笹浪家遺構確認調査は、先ず前述のはなれの

遺構検出から着手した。調査区東界 (A.B 1区)

の庭を囲う石列の下層から新たに南北の石列

(PL.10-1・2) を検出した。石の配列方向は、

現主屋の柱に残るほぞ穴と対応する位置関係にあ

り、これらがはなれの基礎石と推される。しかし、

西側 ・南側 ・北側部分は庭の造作や水道工事で動

かされてしまったのか、検出出来なかった。 B4

区主屋台所南は、口伝で流し前と言われる所で、

古絵図には今よりも大きな外屋があったことが窺

われ、調査では東西に並ぶ柱列 (p16・24・30)

を検出した。しかし、現家屋に残るほぞ穴の延長

と一致せず、この柱列と建物の関係は検討を要す

る。主屋、柱列に並行する軸で講 1を検出した。

建物との配置関係からすると、これが伝流し前の

雨落ちと推される。又、流し前以外の主屋南面の

雨落ち想定部分は、水道管敷設工事で撹乱を受け

ているため、溝は検出できなかった。調査区北側

のFl-4区では創建当初の主屋の規模を確定す

る正面基礎石、雨落ち等が検出されることが期待

されたが、水道工事や道路工事などで(5)層まで削

平されており、旧状を復元する遺構を確認するこ

とは出来なつかた。

3-2 明治改築期(第 6図、 PL.1 -2、10-3) 

明治の初め頃、主屋は正面が3尺縮められ、現

状に近い状態になる。又、明治20年頃の様子を描

いた銅版画によると主屋西側には、主屋後背にあ

る蔵の差し掛け様の建物等が見られる。

主屋正面El-5区で石垣 (PL.1一2)を検

出した。石垣は 3段積みで、 1段目は表面を平滑

に仕上げた切石からなり、地覆を受ける。 2段目

以降は荒削りした礁を積んだものである。玄関部

分で屋内に水道を引き込む工事による乱れがある。

一方、東西妻側と裏面の基礎は板状の石を無造作

に積んだもので、石垣と呼べるほどのものではな

い。又、前述の銅版画によると玄関から道路へ橋

が架けられており、その橋脚と推される角材を検

出したが、時代は特定できなかった。 C.D1区

の東妻側に溝や杭穴を検出した。東側の排水溝と

推される。主屋西C7、D.E6区では柱穴を検

出したが、纏まった柱列にならず、前述銅版画に

ある施設等に該当する柱穴とは確定できなかった。

又、礎石建ちであることも想定し、石の分布や抜

き取り痕跡、にも注意を払ったが、確認できなかっ

た。西側全体も庭木の移植、小屋の造作、護岸工

事の削平等で大きく撹乱を受けているようである。

3-3 明治一現代(第 5図、 PL.10-3)横庭に

石垣が積まれる。前述、銅版画に見られないので

明治20年以降のもので、続上ノ国村史口絵写真に

みられることから、昭和30年代前半頃までは露出

していたと推される。西妻側では、北方向へ排水

する講を検出した。壁の崩落防止のため、土留め

板を立て杭で支える。裏庭には石積みが作られ、

庭木の移植等が行われ、現在に至る。(松田)

4 宮ノ沢右岸遺物集積地点:第14図にあるよう

に宮ノ沢右岸に大量の遺物が見られた。駒ヶ岳d

火山灰下に形成されていること、瀬戸 ・美濃大窯
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製品や、青磁・染付けなど勝山館併行期の陶磁器

も見られるが、主体が胎土日積唐津焼であり、勝

山館跡では出土しない砂目積唐津焼が少数ながら

見られ、中国製染付にも勝山館跡、のそれとは異な

るものが見られること、伊万里焼が出土しないこ

となどから、勝山館廃絶直後、およそ慶長年間頃

と推したところである。第14図からは調査区南部

に陶磁器が、北部に木質遺物が多い傾向が見られ

る。陶磁器は碗皿が主で、揺鉢が少ない。又包含

層は更に北、現国道228号線の下まで広がっている。

第13・15図は遺物包含層を掘り上げた後の状況で

あるが、東側に緩やかに湾曲する旧状が見られる。

宮ノ沢川の河床の移動を示すかと推する。

イ 杭列:現宮ノ沢川に平行して 5列の杭列跡

を想定した(第13図)。杭列Aは右岸最も東寄りの

杭列で、長さ50cm程残存直立していたW97と柱穴

内に根元が入ったまま横倒しになっていたW13を

結ぶライン上のW83、82、91、88、90の杭先端を

結ぶものである。 83-90の聞に5本の杭が集中す

るのは、多少疑問とするがほぼ同寸の杭が横領jし

の状況にあり、一体と想定した。杭の長さは 2-

2.4m、皮イ寸きの丸木の下端を杭に加工したもの

が多い。上端が二又のものもある。杭列Bとした

ものは P1とW45を結ぶラインで想定したが、 P

lの確認レベルが5.25mとやや高〈、確認面が更

に上層との指摘があり、難がある。C列は、 W62

-W56のラインであるが、 W56は北半石列S-s
の上に直立していた杭であり、河床の地山に先端

が打ち込まれている、旬、 80、などの他の杭と異

なり、これも難がある。D列はW10、60、11、12、

の横領jれ状態で検出の杭先を結んだラインである。

E列は最も宮ノ沢川寄りのセクション簡で確認さ

れた P2と同じく調査区壁際に検出された杭位置

を結んで想定したものである。杭は直立されてい

たものではなく、 W14のレベルもやや高い。

想定した第13図の杭列を検証し、以下に再構成

しておきたい。

杭列 1として第13図A、杭列 2は、 W10?，62、

61、80、92、57、α、55、54のライン、杭列 3と

して P2に列るラインを想定できそうである。他

にW56のように面を違えて、直立して検出された

杭や、横倒し状態の杭も何本かあり、さらに複数

の杭列の存在が推測される。杭列 1が横倒れの状

態で検出されたのは杭列 2の上端の面より下位で

26 

あること、土層堆積図G-G'面の観察では、東

寄りの部分の埋没が黒色土遺物包含層(lIc層)に

先行することから、杭列 1が先に作られたと推し

た。横倒れの杭の長さは 2m余であり、直立する

と上端の標高は 6-6.30m程となる。これは発掘

終了時の宮ノ沢右岸標高5.7m前後より、 50cm余

高い位置となる。2m前後の杭をこの高さから打

ち込むことは不可能である。川沿いの段差(斜面)

下に杭を打ち込み、川の侵食と崩落を防ぐととも

に、若干の整地、及び川への転落防止がこの杭列

を設置した目的と推される。

ロ 配石状石列(第15図調査区には宮ノ沢

川が運搬した大小多数の礁が堆積している。その

中に人意的とも解される配石状の石列が検出され

た。北側のそれは、標高4.1m程の、遺物包含層

が堆積する以前の(河床)面に径30-60cmの自然石

6個がほぼ平らに並ぶ。掘り込みや詰め石は見ら

れない。石、上面と右岸の比高差60cm、この間に

階段状の堆積などは検出できなかった。巾1mほ

どで川に向い102m程のびる。杭列 2のW57とα

がこの石列の両側に穿たれており、この時点では

その存在は知られていたかと推されるが、杭列 l

W97がこの上に倒れこんでおり、杭~IJ 1 併行期ま

たは以前と推される。

南側の石列は流路に平行して長軸を持つ、 7個

2列の石列で0.8X106mの規模である。東側の一

列は40cm高く段差がつく 。この列の石の下には30

-40cmの厚さで遺物包含層 (IIc層)が堆積しており、

この遺物包含層が形成する途次にこの石列が配さ

れたと推される。又、東側石上面と右岸上とはほ

ぼ同じ高さであり、土層観察面K-K'の観察か

らもこの聞がほぼ水平に作られた一時期のあるこ

とが推される。杭列 1が機能していた後半から同

2構築前後頃であろうか。

土墳13:南側石列の西、 宮ノ沢川寄りに小さな

掘り込みがあり土境とした。周囲が砂利を主体と

した IId層及びその下位のW層であり、その中に

木質遺物等を多量に含む IIcJ習が落ち込み、その

上部で絵唐津大皿(第21図1)が出土した。覆土

は自然堆積を示している。南半の掘込みは確認で

きなかった。川水をためる掘り込み状の凹みが埋

没したものと推した。恐らくは南の石列と同時の

使用であろう。 (松崎)
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(4) 出土遺物の概要

陶磁器、木製品、金属製品、石製品、骨角器、

動物遺存体、植物遺存体、縄文・土器等が出土し

た。前述の通り、 IIC層の殆どをサンプリングし、

水洗作業行っている為、遺物点数は増加中である。

今回は IIC層出土の遺物を中心に作図したが、図

示しきれなかったものもあり、それらは来年度の

概要報告書に掲載予定である。

a 陶磁器 (第16-22図)

中世一近 ・現代の陶磁器1500点程出土している。

産地、時期同定が未了であるため、図示したもの

を中心に概要を述べる。特に肥前磁器出現以降の

陶磁類の分類が、筆者の力不足で遅れているので、

次年度の調査結果と併せ、後日報告したい。

膏磁 第16図 1)蓮弁文碗、稜花皿、杯、香

炉が出土している。 1は皿の底部。見込には圏線

が巡る。中央にも文様があるようだが、モチーフ

は不明である。内外面の殆どに紬がかかるが、高

台裏のみ蛇の目状に紬が禿げている。

白磁 第16図 2)直口縁碗、端反皿、切高台

皿が出土している。 2は切高台皿。全面施紬、内

底面には重ね積み痕跡が残る。

染付(第16図 3-19、PL.4 -3・4) 3は直

口縁碗糸底、見込みと胴部に同じモチーフの花が

描かれる (PL.4 -4) 0 4は蓮子碗で、表面は

口唇部に圏線、その下には列点文、内面口唇部に

圏線が描かれる。5は直口縁碗。表面に花唐草文

が描かれる。内面口唇部に圏線、見込みに二重の

閤線が描かれる。胎土陶質。6は直口縁碗。表面

に花、内面口唇部に圏線が描かれる。胎土陶質。

7・8は内面に花弁、外面白縁部に圏線を描く 。

9は端反碗。口唇部と見込みに二重の圏線、樹花

が描かれる。10は碗の底部で、 2方向から削がれ

るように打ち欠かれている。13は直口縁糸底の皿。

14は高台糸底、見込みに農民麟が描かれる。15・16

は糸底皿。17-19は碁筒底の皿。 17・18は見込み

には擬人化 した文字が描かれる。 19は見込みに花

が描かれる。胎土陶質。20は鉢。21は盤で陶

質、湾州黛系のものと推される。

瀬戸美濃 第17図 1-6・8-10)灰粕碗・

皿、鉄紬碗が出土している。 1. 2は灰粕端反皿。

いずれも底部に輪ドチ痕が残る。 3は灰粕皿で見

込みに印花があり、底部に輪ドチ痕が残る。畳付

の2カ所に焼成後に付けられた切り込みがある。
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6は内禿げ折縁皿。内面に削ぎがあり、底部に輪

ドチ痕が残る。 5は内禿げ皿。底部に輪ドチ痕が

残る。4は内禿げの丸皿。 8-10は鉄粕碗。 8・

9は口縁部が括れる大窯E期相当の碗。10は口縁

部の括れる輪高台の碗。前 2者に比べ器高が高く、

大窯末期ないしは登窯期の碗と推される。

越中瀬戸 第17図7・第四国)鉄紬皿、指鉢

が出土している。10は鉄紬丸皿で、口縁は内傾気

味に立ち上がる。付高台内禿げ、高台裏、畳付き

は無紬である。10は播鉢口縁である。胎土に長石

を含む。

珠洲 :口唇部に波状文が施され、緩やかに立ち

上がる播鉢の口縁部 (吉岡編年VI期相当)と卸目

が密に施される矯鉢胴部の破片が出土している。

越前 :揺鉢、斐が出土している。口縁部に段と

削ぎがあるもの、口唇部が水平になるものがある。

備前 :(第19図11)片口の播鉢が出土している。

卸目は 9条 l単位、縦位、積位、斜位とランダム

に施され、規則性は認められない。

志野 第17図12-18)端反皿、丸皿、菊輪花

皿、向付が出土している。図示したものは全て皿

である。12は端反皿で表面に緋色があり、利が厚

くかかる。底部にトチン痕がある。11は端反皿で

底部にトチン痕がある。口縁部に煤が付着する。

13-15は丸血。13は口縁が僅かに反る。16は内外

面にトチン痕が3カ所ずつ残る。17・18は菊皿。

19は見込みに二重圏線と花をモチーフにしたもの

と思われる絵が描かれる。

唐津 第18-21図、 PL.6 -5)碗、丸皿、

輪花皿、大皿、向付、徳利、沓茶碗、水差し (つ)、

播鉢が出土している。1-4は直口縁碗で輪高台、

高台周辺部は施粕しない。 5は端反碗、輪高台。

畳付きを除き全体に白色の紬が施される。胎土目

積みの皿は主に 3種ある。丸皿 (第18図6-11)、

口縁を輪花状にするもの (同12-16)、腰が折れ

るもの(第19図 1-5)。他にも口縁が折れるも

のや口唇部に溝が巡るものなどがあるが、小片で

あるため器形全体を窺えるものがなく、目積み法

もどちらか分からないので、今回の報告では割愛

した。6は端反皿で、輪高台、胴部が垂直に立つ

皿。 8・9は砂目積み皿である。 8は口縁端反、

輪高台である。 9は腰が折れ、底部は上げ底状。

7は藁灰粕でいわゆる朝鮮唐津の徳利口部分であ

る。第20図1-3は向付で、四方を折り曲げ角形



に成形し、四隅を折込む。いずれも草文を見込み

に描く 。4は腰が折れ、輪高台。内面と畳付きに

トチン痕あり 。内面に絵が描かれる。5は刷毛自

皿である。IIc層からは他にもう一個体出土して

いる。6は直口縁の碗、鉄絵が施される。7は砂

目積み大皿である。第21図1・2は胎土目積み大

皿。3は砂目積み大皿。いずれも草花をモチーフ

にした絵が描かれる。

肥前磁器 第22図 1-7) 17世紀代から近代

に至るまでの碗、血が出土している。 1・2は広

東碗。3は碗の蓋、 7は瓶で頚部分に始、唐草文が

施される。4は口縁が聞き気味に立ち上がる皿。

5は口縁が垂直に立ち上がる皿。6は端反皿、蛇

の目高台で、底部のみ無利。変わったものでは、

長崎出島やオランダ輸出用の醤油や酒の容器とし

て作られ、北海道の遺跡でも出土例が報告されて

いるコンプラ瓶が 1点出土している。

瀬戸磁器 :幕末 ・明治期に比定される口径8-

9 cm前後、器高 5cm程の端反碗が出土している。

b 金属製品 (第22・33図)

鉄製品 :釘、録、鉄が出土している。鉄(第22

図10) はIIC層からの出土。握り鉄で、刃は厚さ

1 mmと薄い。図の如く、片方の刃がほぼ直角に折

れ曲がった状態で出土した。9は鉄j宰。

銅製品 :鉾、小柄、香炉、煙管、八双金物、銅

銭が出土している。IIC層から出土する銅銭は径

が小さ く、中央の孔が大きく、薄い無文銭が殆ど

で、銭名があるものは現段階では 1枚しかない。

舞 第33図12)は中央(紋のうえ)に花の花弁

や雄薬の表現を金象眼で行っている。耳掻き部分

のみ薄く、金と推される金属がかぶせられている。

c 石製品 (第22図8)輸羽口、砥石が出土して

いる。 lは鱗羽口で、勝山館期の堀跡から出土。

d 骨角器 (第33図)いずれも中柄と推される l

-8・10は茎部を作り出すもの。 2.10は断面が

凹状になるので鹿の中足骨製と推される。10は前

後が欠損し、被熱している。11は切片で、鋭利な

刃物で切られたためか切断面はいずれも、ほぼ平

滑である。

e 木製品 (第23-32図) II C層から1000点以上

が出土している。図示したもの以外に箸、柄杓の

底板(つ )かんじき、炉鈎、曲物、杭、マキリの

柄等が出土している。

樽 第23図、 PL.11-4)蓋、側板、栓、底

板が出土している。 1は底板で直径30.5cmo3枚

の板からなる。木口 2カ所に木釘が残る。2は蓋

で、木口 2カ所に木釘が残る。底板同様数枚の板

を繋げて作られると推される。推定直径35cm程、

径 3cm程の注ぎ口が開く 。 3-6は栓で全長12-

26cmと長さに開きがあるが、その内 3点 (4-6) 

が9cm前後である。径はいずれも 3cm前後で、全

長に関わらずほぼ同じである。

折敷第24図1)底板と推される。表面は平

滑に仕上げられている。側面に径2、3mmの釘穴

が残る。角は切り落とされる。

桶底板?:第24図2)直径22cmの一枚板。桶

の底板かとも恩われるが、板中央に方1.5cm程の

穴があき、左右には径 3-5 mm程の穴が6つあき、

左 2番目の穴には木釘が残る。表面には無数の刃

物の傷が残る。穴に取り付くものが把手であれば

鍋の葦とも推される。

箱底板 第24図3)外縁部に径2、3mm程の

穴がある。表面は黒色の光沢があり、内面は何か

塗られていたようである。

串 第25図 1-4)全長 36-32.5.cm、両端

を尖らせる。断面は1.2cm前後XO.7cm前後の横長

を呈し、面取りされる。民具の例から魚の焼き串

と推される。

横槌 第25図 5)全長34cmと全長32.4cmのも

の2点が出土している。図示したものは後者であ

る。いずれも一木より作り出され、本体中央部は

使用の為損耗が著しい。

下駄:(第26図1・2)1は連歯下駄、全長24.8cm。

前歯が欠失している。鼻緒以外に径4mm程の 3つ

の穴がある。前歯の部分に当たる所に聞けられて

いることから、折れた歯を接ぐ為の目釘穴とも推

される。しかし、目釘や欠損した前歯が出土して

いないため、現段階では、この穴の機能について

は保留したい。2は連歯下駄。会長18.4cm、大き

さからすると子供用の下駄と推される。指の圧痕

や躍の痕が残る。図示したもの以外にも連歯下駄

が2点出土している。

模 第27図1-4)全長16-20cm前後とほぼ

似通った大きさである。断面は長方形を呈する。

頭部の損耗は少ない。 3cm前後の厚みの 1・2、

2 cm前後の厚みの 3 ・4の二つに分類される。

鋸歯刃ナイフ形木製品:(第27図5)全長26.5側、

ナイフ形を呈する木製品。刃部はl3.5cmで、鋸歯
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第32図調査区出土遺物(木製品) -ー面面白ーーーー

状に作る。一部欠失するが、歯の数は25個を数え

る。用途は不明である。

ヘら第30図3)全長24cm、柄の長さ10.5cm、

調理の際の撹枠用のへらか。

網浮子 (PL.12-11)両端が窄まり、網に結

わえ付ける為の括れを有するものが14点、両端に

一対の穴があくものが3点出土している。大きさ、

形態から前者は、1.全長が38-35cm前後、幅

7.5-5.5cm、2 全長33cm前後、幅が 3cm前後の

細いもの、 3. 全長25.5cm、幅1.3cm程で断面形

が方形の棒状のもの、 4.全長20cm、幅が 6cm程

の短いものの 4つに大別される。表面に横位、斜

位の刻印や焼き印(? )が付くものがある。

形代 第28-29図、 PL.12-4-8)剣ない

しは矛形を呈するものであり、いずれも一木より

作り出される。 1は万身両面には錆を作り、柄と

52 

の問に円形状の飾りを作る。鍔を意識したものか。

柄は下端が尖り、左右に 3対の切り込みがある。

結束痕跡は残っていないが、何かを括りつけるた

めのものと推される。 2も同形と推されるもので、

万身と円形の飾りの一部が欠損している。万身両

面には鏑が見られ、柄の下端は尖る。第29図1は

破損が著しいが、先端の形状と両面に鏑状の高ま

りがあることから前 2者と同様のものと推される。

万身の長さは前 2者より長い。 2は前者とほぼ同

じ形状のものだが、前 3者と違い表面は平滑で鏑

は無く、代わりに剣先形の彫刻がある。裏面は長

さcmにわたって溝状に窪む。柄と万身部に折れて

出土した。 3は、前後が欠損しているため全長は

不明。長さ34cm以上の柄と30cm以上の刃身と推さ

れる。厚さ 1cmf呈の板状を呈する。 6.5cm幅の万

身部は柄部手前10cmの所で窄まり始め、万身と柄
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の聞には長方形状の飾りが作られる。前4者とは

異なった形状を呈する。

羽子板第30図 1・2、PL.12-9・10) 2 

点が、近接した状態 (PL.4 -2) で出土した。

1は全長34cm、2は全長23cm。後者は柄の長さが

7 cm以下で、大人が握るには短すぎ、子供用と推

される。両者とも柄に近い部分を弧状に 2段に扶

る。打痕は確認できない。

木 簡 第26図3、PL.4 -6・12-1 - 3) 

全長18.9cm、幅3.3cm、厚さO.6cm。長方形の上下

部が窄まる形状を呈する。上部 5cmの所の左右を

3剛程扶り、また上部 2cmの所の左右にも僅かに

切り込みがある。表面、上端2.5cmの所に「三J、
その下右寄りの所に、上の文字よりやや小さめに

「む志ろjと墨書されている。裏面には墨書は確

認されていない。上部の切り込みや墨書の文言か

ら「むしろ」の荷札と推される。

釈文は奈良国立文化財研究所史料調査室山下信

一郎氏による。

弓 第31図 3)会長62.7cm、中央の径1.5cm

の丸木弓である。末現の左右に削り込みがある。

本開は、一段細く削り出す。本現領IJ下端より 15cm

の所には桜の樹皮を 6周巻いている。上端より 28cm

中央付近と本現側には巻き付けの痕跡が残る。同

様に桜樹皮が巻かれていたと推される。全長が短

いことと桜の樹皮を巻く特徴からアイヌの用いる

ポンクと推される。

イクパスイ第32図、 PL.5) 4点出土し、

3点を図示した。 1は先端(パスイ・エトゥ)を

簿く削り、表面には長軸に直交する方向に 3条の

刻印(パスイ・イトクパ)が、先端・尻(オホン

トキ)と中央(ノシュキ)脇の計4カ所にあり、

パスイ・イトクパの間 2カ所には 3条の斜行する

刻印がある。中央は薄く削られ、 3つの刻みがあ

る。裏面には尻寄りにシロシが刻まれる。形状か

らレプンクルカムイ(シャチ)を表現したものと

推される。 2は一部欠失しているが残存部から推

すると 1とほぼ同じサイズ、意匠である。 3は表

面に 3条の刻印が、前 2者同様 4カ所にあるが、

その間には何も刻まれない。中央は薄く削り、 2

条の斜行する刻印がある。裏面中央に、交差する

ように刃物を当てた傷があり、これがシロシにな

る と推 される。(松田)

漆器:宮ノ沢右岸地区から37点の漆器類が出土

54 

した。椀27、皿(一部蓋か ?)7、高杯ないしは台

皿-盃台に類似のもの 3、盆(大血)1、不明小片

5である。

椀:内面赤・外面黒漆15、内外面黒漆 6で、こ

のうち文様の認められたものは12点である。外面

に文様の描かれるものが10あり、木葉文 5、鶴ワ

丸文 1、その他4、内外に文様の描かれるもの 2

である。第31図1は内外に黒漆塗りの丈高の椀で

高台裏に赤で×印が記される。佐々木利和氏によ

れば、樺太の発掘資料に類例があるという。又、

PL. 6 -2は高台裏に三.さ(イチヤマ又はイチ

ヤマイチ)と家印風に記号が書かれている。

皿:内外面黒・赤、内面赤外面赤などがあり、

文様の認められるものが二点ある。 PL.6 -4は

内面に赤漆で細い二重圏線をヲ|き内側に三引両を

描く。

高杯・台皿と推したものは、内面見込みゃ腰部

が削られ段のつく低平なもので径を18cmと推した

ものもある。

盆第31図2)は外面口唇直下を削り、凹線

状の段を設ける。内面は見込み外縁を一条削り浅

い段をつける。やや外開き気味に高台が付く。下

地塗りの後に黒漆を内外全面に塗り、器体部内外

のみ赤漆を重ねる。見込み、高台裏に細かい線が

残る。横木取り。(松崎)

f 土製品 1I c層から土錘が1点出土している。

g ガラス玉径7.5mm、厚さ4.5mm、中央に 3mm 

の穴が開く青色のもの、径 8mm、厚さ5.5棚、中

央に径2.5剛の穴が開く水色のもの、径 6師、厚

さ5mm、中央に径 2mmの穴が開く無色透明のもの、

計 3点出土している。(松田)



表14 遺物計測表

図版番号 器種 口径m 底径m 器高m 出土地点 図版番号 器種 口径醐 底径m 器高田 出土地点

第16図 l 青磁皿 68 -I A2' I層 第20図 3 唐津皿 ]]3 48 45 F6. II C層他

第16図 2 白磁皿 39 06・11c層 第20図4 唐津皿 150 52 39 06・IIC層

第16図 3 染付碗 121 52 57 F7. 11 d層他 第20図 5 唐津皿 138 一 E6・IIC層

第16図4 染付碗 142 -I E7・土境問 第20図6 唐津碗 ]]0 ー 07・I層他

第16図 5 染付碗 ]]4 -I G6. I層 第20図7 唐津皿 82 B5・E層他

第16図 6 染付碗 140 -I F7. I層 第21図 l 唐津皿 236 80 66 E7・土繍13

第16図 7 染付碗 ]]6 -I A4 . I層他 第21図 2 唐津皿 45 ー F6・lld層

第16図8 染付碗 ]]2 -I F7 . 11 d層 第21図3 唐i章皿 88 ー E7・IIC層

第16図 9 染付碗 141 -I 07. I層 第22図 l 肥前碗 ]]4 61 61 E6・E層他

第16図10 染付碗 54 -I 07 . 11層 第22図 2 肥前碗 109 57 58 E5・I層

第16図]] 染付碗 54 一 E6・E層 第22図 3 肥前碗董 ]]0 58 31 A1' II層

第16図12 染付碗 43 一 E7・11c層 第22図4 肥前血 136 76 41 A2・I層他

第16図13 染付皿 130 74 29 E7・11c層 第22図 5 肥前皿 144 76 33 A3・I層他

第16図14 染付皿 52 -I G7 . 11 c層 第22図6 肥前皿 106 50 28 A5・I層

第16図15 染付皿 72 -I F6・11c層 第22図7 肥前瓶 16 B1・I層

第16図16 染付皿 72 ー E7・11c層 図版番号 名称 長岡 tilmm 厚m 出土地点

第16図17 染付皿 32 ー E6・11c層 第22図8 繍羽口 (80) 132 137 B2・堀

第16図18 染付皿 44 ー E7'11層 第22図9 鉄棒 134 123 35 06' II C層

第16図19 染付皿 97 38 32 E6・H層 第22図10 鉄 134 23 4 I E6' II C層

第16図20 染付盤 234 -I A1' I層 第23図 l 檎・底板 305 312 32 G7・IIC層

第16図21 染付盤 272 -I G7・11c層 第23図 2 樟-董 30 82 18 G7. II C層

第17図 l 瀬戸・美骨量皿 84 44 22 F6' II C層他 第23図 3 樽・栓 ]]7 29 27 F6. II C層

第17図 2 瀬戸・美謙皿 96 52 27 G7・IIC層他 第23図4 槍・栓 94 29 26 

第17図 3 瀬戸・美捜血 58 ー 06・E層 第23悶5 樽・栓 91 29 29 

第17図4 瀬戸・美漫皿 81 54 20 E6' 11 C層 第23図 6 権・栓 85 30 30 

第17図 5 瀬戸・美漫血 62 E7・IIC層 第23図 7 樽-を 50 31 28 E7・IIC層

第17図 6 瀬戸・美漫皿 105 50 20 E6' 11 C層 第23図 B 栂・栓 26 30 29 E7・IIC層

第17図 7 越中瀬戸皿ワ 106 56 27 F6・IIC層 第24図 1 折敷底板 333 (99) 12 

第17図 B 瀬戸・美濃碗 ]]5 E7. 11 C層他 第24図 2 桶・底板ワ 219 217 12 

第17図 9 瀬戸 ・美濃碗 122 一 E6'11 C層 第24図3 桶・底板 353 (JOO) 7 

第17図10 瀬戸 ・美濃碗 46 F6・11C層他 第25図 1 串 360 12 6 I F7・11C層

第17図]] 志野皿 120 74 21 E7. 11 C層 第25図2 串 350 13 7 

第17図12 志野皿 123 70 23 E6' 11 C層 第25図3 串 347 12 7 

第17図13 志野皿 ]]4 I廠 第25図4 串 325 13 8 

第17図14 志野皿 120 74 34 B1.土横 5他 第25図 5 横槌 324 77 76 F7. II C層

第17図15 志野皿 129 77 -I B1 .土横 5他 第26図 1 下駄 248 ]]4 75 F7. II C層

第17図16 志野皿 123 73 29 E7・11C層 第26図2 下駄 184 80 45 E7. II C層

第17図17 志野皿 130 -I E7・IIC層 第26図3 木簡 189 33 6 I E7 . 11 C層

第17図18 志野皿 ]]0 59 23 F7. II d層 第27図 l 襖 195 40 34 G6. II C層

第17図19 志野皿 70 一 E7.11 C層 第27図 2 襖 189 40 28 E.F' 6.70 c層
第18図 1 唐津碗 121 48 67 G6. II d層 第27図 3 模 163 46 20 E.F'6.70C層

第18図 2 唐津碗 ]]3 44 55 06・IIC層他 第27図4 襖 168 45 23 E.F'6.70C層

第18図 3 唐津碗 44 -I 06・IIC層 第27図 5 ナイフ形木製品 265 30 9 

第18図 4 唐津碗 ]]6 -I G6. 11 d層 第28図 1 形代 759 73 22 E7. Od層

第18図 5 唐津碗 123 54 55 G7・IIC層 第28図2 形代 (517) (71) 15 

第18図6 唐津皿 134 53 32 E6・IIC層 第29図 1 形代 (523) (53) 15 

第18図 7 麿j章皿 108 45 35 07. II C層 第29図2 形代 689 57 15 I F7・oc層他

第18図8 唐津皿 ]]6 42 33 06・IIC層 第29図3 形代 693 72 10 F7・Od層

第18図 9 唐津皿 ]]0 46 31 E6・IIC層 第30図 l 羽子板 339 73 10 I F7・oc層

第18図10 唐i章皿 103 40 33 B1・土壌 5 第30図 2 羽子板 230 64 6 I F7・oc層

第18図]] 麿i章皿 104 35 30 E7・IIC層 第30図3 ヘラ 241 90 14 I E7. 0 c層

第18図12 唐:章皿 ]]0 47 39 E7・土横13 第31図 1 漆碗 132 66 78 E6・oc層

第18図13 唐樟皿 ]]9 47 32 E6' II C層他 第31図 2 漆盆 220 164 31 E7・oc層

第18図14 唐浄皿 ]]6 46 32 E6' II C層他 第31図 3 丸木弓 627 14 15 I G6 . 0 c層

第18図15 唐津皿 ]]5 46 32 F6' II d層他 第32図 1 イクノぐスイ 321 25 5 I F7・oc層

第18図16 唐津皿 ]]0 49 34 06・IIC層 第32図 2 イクノてスイ (296) 28 5 I E7・oc層

第19図 1 唐津皿 144 38 39 E6 . 11層他 第32図 3 イクノてスイ 335 26 7 I F7 . II c層

第四図 2 唐津皿 140 46 37 F7. II C層他 第33図 1 骨角器中柄 137 8 8 I 06・oc層

第19図 3 唐:章皿 132 46 32 E7. 11 C層他 第33図 2 骨角器中柄 (106) 9 8 I F6' 0 c層

第19図4 唐津皿 130 41 46 E6. II C層他 第33図 3 骨角帯中柄 (123) 10 8 I E6' II層

第四図 5 唐港皿 ]]4 36 31 E7. II C層 第33図4 骨角器中柄 121 9 8 I E7・oc層

第四図 6 唐樟皿 109 39 36 E7. II C層 第33図 5 骨角器中柄 (98) 9 8 I F7. II c 曙

第四図 7 唐津瓶 48 F6・I層 第33図6 骨角器中柄 (99) 9 9 I 06 . 11 c層

第四図 8 唐港皿 121 50 35 E6・IIC層他 第33図7 骨角器中柄 121 8 8 I E7 . II c層t

第19図 9 唐津皿 ]]6 39 30 F7・IIC層他 第33図8 骨角器・中柄 120 9 7 I E7 . II C層

第19図10 越中瀬戸播鉢ワ -I 07・IIC層 第33図 9 骨角器・中柄 (29) 9 7 I E6 . II層

第19図]] 備前播鉢 254 128 83 A1 .土横 5 第33図10 骨角器・中柄 (83) 10 6 I F7・oC層

第20図 1 唐津皿 126 45 48 A1 .土境 5 第33図II 鹿角切片 49 33 llIE7.IIC層

第20図 2 唐津皿 120 44 45 E7・IIC層他 第33図12 鉾 220 13 4 I 06 . 0 C層
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n C • d層出土陶磁器 IIC . d層からは中世一

近世初頭に位置付けられる陶磁器が約500点出土

した。中国、瀬戸美濃、志野、唐津等の日常雑器

から茶道具まで様々な器穫がある。国産は唐津胎

土目積み製品が一番多く、次の段階の唐津砂目積

みの製品はごく僅かである。これに志野の皿や、

備前の播鉢等が加わる。中国製品は殆どが染付で、

明末期のものが多く、中には津州窯系の製品と推

されものがある。 15・16世紀代の玉取獅子文の端

反皿、蓮子碗等は僅かしかない。又、中国製品の

個体数は勝山館に比べると減少傾向にある。以上

のように IIC ・d層出土陶磁器は、勝山館終末期

(慶長初年頃)の年代に近いもので構成されている。

又、肥前磁器が全く伴わず唐津砂目製品も僅かで

あることから、 IIC層出土陶磁器は、慶長後半を

大きく降らない遺物群と推される。勝山館跡、上

ノ国漁港遺跡、市街地調査を通して、すでに指摘

されているところであるが、中世後半には瀬戸美

濃 ・越前・中国製品が主体を占め、近世初頭に唐

津、志野さらには肥前磁器へとその主体が移り変

わる陶磁器流通の転換の予兆がここでも窺える。

又、勝山館最盛時の製品は少ないが、珠洲終末期

の播鉢や白磁切高台血等の勝山館草創期の遺物や

最盛時の瀬戸美濃大窯期の碗 ..nnも混入し、この

周辺地での人々の生活が勝山館併行期から続いて

いたことも窺われる。

形代 IIC ・d層から矛形を呈する形代が5点

出土した。剣形の物の中には切り込みがあり、何

かを括ることが想定されるものもある。これに柄

を装着し使用することを仮定すると「年中行事絵

巻jの祇園御霊会、「上杉本洛中洛外国扉風」の

上御霊社の祭列に付き従う矛に類似している。 5

点、の形代も上記の様な祭礼具の一種であったと推

される。

上ノ国には「大蔵錬」という伝説が伝わり、菅

江真澄「蝦夷喧辞鰐Jや立松東蒙「東遊雑記jに

も採録されている。記録や伝承に若干の異同があ

るが、以下に概略を述べる。かつて上ノ国に秀海

という修験者(上園寺住職兼八幡宮別当ともいわ

れる)がいた。ある年、春になっても錬が浜に来

ず、困り果てた村人の要請で、秀海は錬を呼び寄

せる祈祷を行い、その験現れ豊漁となった。しか
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小括

し、報酬の件で違約した村人と争いが起こり、秀

海は無念の死を遂げる(上園寺の過去帳に慶長 3

年没とある。一説には死後崇りをなしたともいわ

れる)。又、その霊は錬神として「若宮社jに杷

られたともいわれる。調査地の対岸は若宮社のあ

った地といわれる。それ以来春の錬漁lの祭に「旗

鉾祭、柴おろし祭Jが行われたといわれる。

今回出土した形代が伝説と同時代のものであり、

秀海の祈祷道具ではといった報道もあったが、形

代の使用方法と祈祷作法の関係が不明である以上、

秀海の使用した物と断定することは出来ないとす

るのが、調査員一同の現段階の見解である。しか

し、伝説の真偽、関係はどうであれ、この形態の

形代の同時代資料は、全国的にも類例を知らず、

中世から近世移行期の信仰の一端を窺わせる数少

ない資料といえよう。(松田)

木簡:木簡乃至木筒状の遺物は、勝山館跡の発掘

調査で 6点出土しているが、文字の解読されたも

のはなかった。 11年度調査区宮ノ沢右岸地区では

2点の木簡が確認されている。 1点は発掘調査中

に確認の上取り上げられ、奈良国立文化財研究所

のご配慮により釈文も作られ、本概報に記述した

ところである。今一点は、木質遺物を大量に含む

包含層を 4X4mの調査区別に層位毎に一括封入

取り上げの土壌中から、その水洗い選別作業中に

抽出したものである。この作業は未だ途中にあり

又、1，000点を越える木製品の点検も不充分であり、

確定はできない。因みに今ーの木簡の釈読はまだ

できていない。

前述の木簡の出土位置は第14図に示した。ほほ

水平で、表面を下にしていた。層位は木質遺物が

大量に包含された IIcl畜中であり、時代は再三述

べているように慶長年間頃と推される。形状から

付け札と解され、「三 む志ろ」と釈読されたこ

とから荷物としてのむしろに付されたそれとする

ことができる o 三については何らかの番号を示す

ものと石井進先生からご教示を賜った。想像を許

されるのであれば、幾種類かの荷物の三番目にむ

しろがあるということであろうか。

江戸時代も後半、錬漁の降盛とともに大量の症

が北陸方面から購入されたことは江差町史にも見

え(宮下正司先生のご教示による)、幕末期の上



ノ因不笹浪家文書中にも、越中や七尾、くつみ(敦

賀)等の建二百束以上の購入が記されている(上

ノ国町文化財保護審議会委員渡部良三氏釈読)。又、

七尾市史編纂室によれば、松前(北海道)へ大量

の鐘が出荷され、昭和年代まで続いたという。錬

漁場での魚粕の乾燥は広い干場に鑑を敷き並べた

上で行われ、又それら海産物の出荷は鑑で梱包さ

れてなされる為、漁期を前に毎年大量に購入され

るものであったという。また、昭和20年頃まで、

運送業に従事した、江差町の木村勝美氏 (76才)

は笹の積み降しが重労働であり 20枚一束の鍾を一

人でかつぐのがやっとであったこと、特に「たて

娃Jは重く一人で担げたのはキリカナと呼ばれた

上ノ国の草関与惣吉さんぐらいだったとの体験を

教示された。既にこの地域での錬漁はなかったが

スルメ等の海産物の出荷にはなお欠くことの出来

ない必需品として本州から購入されていたもので

ある。

大量に購入、消費される建一束ごとに件の木簡

が付けられたものかどうかは明らかに出来ないが、

思いの外に早くから、廷が商品として本州、|から購

入されていたことをこの木簡は示すようであり、

それは又、上ノ国での海産物の出荷が早くから行

われていたことを示唆するものであろう。

アイヌ文化関連遺物 4点のイクパスイ、桜皮

巻きの丸木弓、高台裏に刻印や赤漆蓄の印のある

漆器椀、中柄10点などが出土している。第14図に

写真で桜皮巻きの太万柄を示したが、他に二点あ

りその一点には赤漆が施されている。繰り返しに

なるがこれらの遺物は IIc、IId層とした慶長期に

比定される包含層からの出土である。

イクパスイ :文献上の初見は永禄 8 (1565)年

(中世蝦夷資料)であり、「酒を飲むときに棒で零

を上げるJとある。又、天正19(1591)年九戸城

攻めの滞生氏郷の前で二名の夷人が盃の上に箸を

置き、箸を持って種々所作の上、殺をかき上げて

(7酉)を飲んでいる。

発掘例では千歳市美々 8遺跡のものが知られて

いる。報告者は擦文期に属するものがあるとする。

近世アイヌの諸文化要素が擦文期に遡り、或いは

限りなく擦文期に近づくものであることは、今後

の発掘調査で、より明らかにされるであろう註)。

第32図3のイクパスイは、折損して出土し、包

含層の堆積を見る為設定したサプトレンチ内出土

のーと第31図3のように接合している。裏面中央

に刻まれたシロシの線が折損部となっており、こ

れはサプトレンチを掘りあげる時に一端に強い力

が加わり、一部欠失して細くなっていた中央の、

シロシの刻み目にそって折損したもので、元来は

ほぼ完形の状態と推される (PL.5・4)。実測

図を示した三点のイクパスイは近接しており、面

も近い。こうした出土状況に更に漆器椀の位置、

更には調査区内出土の高杯?とした数点を盃台(佐

々木利和氏のご教示)、或いはタカサラ(杉山寿

栄男)などの酒器の一部と解し、ある風景を想定

することも不可能ではないようである。

丸木小弓 :アイヌが半弓に毒矢を番えて狩猟を

行い、戦場に臨むことは古くから記される。アイ

ヌの弓は70-110cm程のものが多く、樺太のもの

に比し北海道のものが小さく、桜皮巻きのものも

北海道に多いとされる(北海道原始文化緊英)。

江戸時代のアイヌは「イチイ」をその材の第ーと

した(松前志)。

本例は全長62cm程と上述の如く一般的なアイヌ

の弓のサイズに比しても小さく、実用品かどうか

は、中柄が矢尻装着用のそれであり、両者をもっ

て弓矢が一応揃うことにはなるが、なお即断しか

ねるところである。非実用品としては、第ーに儀

式用が想定されるが、矢(柄)も伴ってはいず積

極的に示すことはできない。アイヌが子供の時か

ら遊びの中で、弓矢や槍投げの稽古に輿ずること

が知られている(アイヌ絵集成)。北海道大学蔵

版の蝦夷国風図絵(文久三・ 1863年写本)には一

人が転がした輸に弓を射る様が描かれており、こ

うした子供の遊び道具とも推した。桜皮を巻きつ

けた丁寧な作りは、裏山の細木を「肥後の守」で

削り、笹竹を削いで矢にして遊んだ体験からはや

や異質な感があるが、同絵図中の弓も小さくはな

いが、同種のものを巻き付けた描写になっている。

付言すれば本図絵は小玉貞良の築によるとされる

(f蝦夷の風俗画J)が、自筆本のーっとされる稽

古館旧蔵本(同)や函館図書館本に弓射図はない。

刻印・赤漆書印付き漆器椀:博物館や個人の収

蔵・蒐集の伝世アイヌ資料に刻印の付けられた漆

器のあることはよく知られている(亮昌寺資料目

録他)。又それらと擦文土器底部の刻印との関連

についても注意の向けられているところである。

後述のように勝山館跡出土陶磁器等に刻印のある
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ものがあり、その関連が注視されていた。本例は

(イチヤマ)と明瞭に認められ、その下にー ・二

本横に細線が残るが漆皮膜のひび割れとの区別が

難しいところである。三三 .さのいずれにしても、

現在の上ノ国町内を含め、本州、|系の家印に通有の

記号でもある。平成12年2月、幕末に上ノ国の名

主を務めた吉見家旧蔵と推される什器類の寄贈を

受けたが、その漆器裏にも家印が刻されていた。

冠婚葬祭時に借り出される為、目印に付けられた

もの(吉見定吉氏談)と推される。又根来寺出土

品にも類例が見られ (1997年発掘速報展図録)、

陶磁器に刻印される例も各地にあるとのご教示を

小野正敏氏から得た。他方杉山寿栄男の集成によ

れば、時代は不明であるが、「アイヌ文様」とす

る中に多数の家印と同様の記号がある。

漆書きの例は、樺太アイヌ墓地からの出土品と

推される椀にあるとのご教示を佐々木利和氏から

得た。日常の雑器に類する磁器片にも漆継ぎの跡

が見られ、勝山館跡近在の塗師を否定し切ること

はできないが、漆書きについては所有者自らが書

いたとすることは難しいのかも知れない。

桜皮巻き太刀柄はエムシと後に呼ばれるもので

あろうか。

勝山館跡の発掘調査で大量の骨角器や素材・残

片・未製品が出土し、手Ij器の幾っかに使用痕や補

修痕が残るところから、それらは勝山館跡内の住

人の所産としてきた。更に十年度の調査で高台裏

に同一記号の刻された白磁皿が7点一括出土し、

アイヌのシロシとの関連が論議された。改めて勝

山館跡出土遺物を通観すると「エ」と刻された天

目茶碗(概報N-16頁)、赤(漆 7)で×の印さ

れた黄天目(同四一41頁)、鹿角製マキリ(小万)

柄、彫刻のある弓現7 同N-42頁)、×印の刻

まれたマキリ鞘、矢筒?としたもの(同XII -14 

頁)などの類例を見る。又近年の上ノ国市街地発

掘等でも骨角器の出土を見ている。

勝山館跡出土のこれらの遺物は、狩猟 ・漁労具

という日常的な物であり、一定の量とその製作・

使用過程を辿り得ることから、近世アイヌに連る

人達の存在は否定できないかと考えてはいたとこ

ろであるが、今一面の裏づけ資料として、その精

神文化を具体的に示すものが必要と推してきた。

今年度出土のイクパスイ、漆器椀、査台(タカ

サラ)をやや強引に結びつけ、ある儀式(礼)が
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この近くで行い得たとするのは付会に過ぎるのか

も知れない。しかし、弓や矢(中柄)など日常的

な生活具(子供の遊具 7)を合わせ一体に視る時、

その存在は自ずと浮かび上がってくるものと思わ

れる。

近世初頭和人地とアイヌ:筆者は上ノ国の地が

寛文9(1669)年頃もなお、北海道西海岸で戸数

140-150と100戸を超える唯一の集落として存在

していたこと(津軽一続志)、しかし、延宝 6(1678) 

年には桧山番所が上ノ国から江差へ移ること(続

上ノ国村史)からして、それは既に上ノ国の「衰

退期」にかかっていること、それは「最盛期」と

推される勝山館期の賑わいを示唆するものであろ

うと述べて来た。そしてその140・150の中にアイ

ヌの存在も記されていること(同前)を指摘して

きた。しかし、同書によって松前の東へ目を転ず

ると亀田(現函館市)迄の聞にアイヌの集落や、

その長の名が点々と記されていることを知らされ

る。膝下の松前については、アンジェリスが、松

前に生まれ育ったアイヌと、他の地のアイヌとの

比較を述べてもいるところである。

先に氏郷記にイクパスイを持って献酒、飲酒す

るアイヌの記述があるとしたが、この二名のアイ

ヌは九戸域内に立能って毒矢で応戦させられよう

とした者である。氏郷の前で開放された後に何故

へ去っていったのかは詳らかではないが(或いは

九戸攻めに参戦した蛎崎氏が引き連れて行ったア

イヌ(三河後風土記)が捕らえられ、九戸域内に

引き入れられたと考えられなくもないが、)南部町

聖寿寺館から出土した矢尻用の骨製中柄(永井治

氏のご教示により実見)や下北半島の貝塚調査(工

藤竹久氏のご教示による)などからは、東北地方

北半の中近世にあっても、相似た状況が想定し得

るのかとも思うところである。(松崎)

註 報告書によればこのイクパスイの材質が杉

であることから、樽等の本州産木製品の転

用材による作成とされる。樽等の出現は鎌

倉時代のようであり、擦文時代の年代観、

権で搬入する酒?の流通、

(以下56頁右下へ)
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鉄製品 390点の処理を行った。錆除去後、エタ

ノール脱水、パラロイドNAD-10のソルベント

ナフサ溶液による減圧含浸を行った。処理後は

RP剤、酸素インジケーターとともに気密性の高

いフィルムに封入し、保管している。又、過年度

に処理済みのもので錆が発生し劣化が始まったも

の鉄製品400点の再処理を行った。

銅製品 50点の処理を行った。錆除去後、エタノ

V 

本地区出土遺物のうちに向一意匠の唐津向付け

としたもの 3点がある。 2点は宮ノ沢川右岸の遺

物集中地区内であり一点は調査区南東隅、旧笹浪

家南裏手からの出土である。三一五脚程のセット

があり、その当初の帰属(使用)場所は現笹浪家

住宅下部かとは推するところである。しかしなが

ら、和人中心史観との誇りのあることは充分承知

しながらも、この使用場所がアイヌの居住地であ

り、本地区出土品の全てがそのアイヌ人の遣した

物とすることにはなお路うものがある。

本年度調査した宮ノ沢右岸地点は、慶長 3(1597) 

年、魚、寄せ祈祷により、時期はずれに錬を呼び寄

せた伝説で名高い八幡宮別当も兼ねた上国寺二代

大蔵法印秀海が記った、或いは同年法印を杷った

ともされる若宮社の対岸に位置すると推される。

かつての宮ノ沢川の川巾がどれくらいであったか

は定かでないが、現在の3m余の川巾や、調査区

内の転石の状況はこれと余り違いのない規模の小

川であったことを思わせる。

五点の鉾形木製品は形代の類と推され、法印が

行ったという「旗鉾奉り jに連想を進めた報道も

みられた。水場や水辺から、信仰・儀礼に用いる

木製品等が出土する例は多い。木製品という遺物

の性質状それは当然のことではあるが、水辺があ

る種祭杷・儀礼の場となることが多かったのであ

ろうか。 4点のイクパスイを合わせ、ここが、共

通・共同の祭杷の場とするには、祭杷・儀礼具以

外の日常品の類が多すぎるように思える。アイヌ

の重要な祭配具が他の生活具と共に捨てられるこ

とは、今に伝わるアイヌの伝統からは容れられな

いところであろう。調査の不充分さもあるが、特

保存処理

ール脱水、ベンゾトリアゾールのエタノール 2-

3%溶液による減圧含浸処理を行った。処理後は

RP剤、酸素インジケーターとともに気密性の高

いフィルムに封入し、保管している。

木製品 300点のP.E.G処理を行った。P.E.G

の濃度を20-90%と順次上げ重量の変化が止まっ

た時点で終了した。次年度アルコールによる表面

処理を予定している。(松田)

まとめ
定の意識のもとにこれらが置かれたとは把え得な

かった。美々 8遺跡の出土品は本地点以上に多様

なようである。蝦夷生計図説は「神から授かった

大切な食べ物に関わるものは、それを製する道具

の類までも、捨て場を家の近くに定め神を記るも

のとし、猿に捨てる事を禁じ、中でも水中に捨て

ることを最も強く忌むJと記している。甚だ‘穿っ

た見方で気が引けるところであるが、逆説的には

水中への物の投げ捨てがある程度行われていたこ

とを示唆しているとも解される。

山田悟郎氏による花粉分析の結果を後掲したが、

その分析によれば、この川べりはアシやイタドリ

の生い茂った状態のようである。捨てられた様々

な生活用具が、そうしたアシ原の中に寄り集まり、

形成されたのがこの包含層とも推される。

筆者が子供の頃のこの)11は洗濯が行われ、茶碗

や鍋が洗われ、刃物研ぎがなされ、魚、がさばかれ、

大根が洗われる場所であった。澱粉取りが行われ、

漬物権が幾つも並んでいた。勿論一個人の占有す

るところではなく近隣の10戸余の人達が集う場所

でもあった。そんな風景が近世初頭にも見られ、

その所産がこの出土品ではあるまいか。

別表は、本調査区出土の勝山館跡存続併行期及

びその直後と推される陶磁器の集計である。有田

焼や瀬戸焼き等の陶磁器の精査が未了であり、若

干の異同はあると思うが概その傾向は窮われる。

染付では勝山館期とその後で碗と皿の比が逆転

し、碗が急増する。又、唐津焼きが大量に流入し、

その大部分がIDlであることが知られる。

上ノ国漁港遺跡の調査以来、近年の上ノ国市街

地での発掘調査や分布調査では、勝山館跡、では出
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土しない砂目積唐津焼、唐津(肥前) ・備前焼播

鉢と明末染付の一群が出土し、これらに微妙な時

間差があるものと推してきた。本調査区でも砂目

積唐津焼、備前焼播鉢などが僅かながら見られ、

勝山館跡内のそれとは異なる染付の一群も出土し

ている。染付については筆者の怠慢で未だ勝山館

跡末期の一群との差違を明示し得ないが、今一つ

の時間帯が設定できるかと推している。刷毛目文

様の唐津焼きも早くから流入していることが明ら

かとなった。

本年度のホド長根地区での建物跡の検出と1670

年頃焼成の伊万里碗(大橋康二氏のご教示による)

の出土は、勝山館が慶長の初めまでとする村人の

伝え(東遊雑記)や、それと直接関わると推される

桧山番所の上ノ国設置を慶長元年とする伝聞とと

もに、この頃に勝山館から大規模な人の移住があ

ったことを推させるところである。この宮ノ沢川

右岸の出土遺物は、そうした勝山館からの移住者

が現上ノ国市街地に居住し残したものと思われる。

今年度出土の遺物は勝山館跡から連続して営ま

れている上ノ国の人達の動向を示すものであり、

それは又、丁度この時期が山城を降りて新しい町

場を形成していく、上ノ国にとって大きな時代の

転換期に当っていることを示すものであろう。

勝山館内での和人・アイヌの混住については、

否定的見解や疑問も呈せられてきているが、本年

度の調査は、従前の勝山館跡出土の非和入社会的

なものとした一連の遺物が、アイヌ文化を荷う人

達の所産であることを間接的にではあるが明らか

にしたものと思われる。混住の実体解明が今後の

課題ではあるが、究明の術はなかなか難しい。

平成11年11月から重要文化財旧笹浪家住宅の保

存修理事業が開始された。幕末期に「はなれ」が

増設され、明治期に(国)道路拡幅に伴い「前通

りJが三尺切り詰められたとの伝えもあり、笹浪

家建築当初やその後の改変の様子を探り、更には

これらに先立つ江戸期の資料を得るべく、周辺部

の調査を実施した。幾つかの面や、石列 ・積、柱

穴、溝跡などを検出したが、各々の組み合せや、

前後関係については未だ充分な検討ができていな

い。一つには現場での昭和から江戸初期までの各
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面の層位的把握が困難であったこと、二つには出

土したこの時期の陶磁器の分類が手付かずの状態

にあることによる。加えて保存修理工事に伴う解

体調査が新たな視点や知見を与えることも考えら

れる。このような状態で作成した本概報には随所

に無理や難がある。平成12年度には今少し周辺部

の調査や部材除去後の笹浪家母屋の一部地下調査

も予定されている。積み残した諸問題も含め今一

度検討を加え笹浪家変遷の過程に迫ることを期し

たい。

公務で大変お忙しい中、赤沼英男、山田悟郎の

両氏から金属と植物遺存体・花粉の分析結果につ

いて玉稿を頂戴した。末尾ではあるが深く感謝申

し上げるものである。

多量にして例を見ない遺物に目を奪われ、遺跡

遺物の持つ本質を追求することが希薄との指摘を

受けるような調査に終始したことは大いに反省し

なければならない。年かさの筆者が調査員でもあ

りながらこう述べるのは無責任とのお叱りを受け

るところであるが、本概報を一読されれば、自明

のところであり、自戒を込めて敢えて記するもの

である。もとより、さまざまな障害が立ち塞がる

中で最後まで調査を完遂し、これらの成果を引き

出した若い担当者の努力を大いに可として、認め

て下さるよう切に願うところであります。なお一

層の努力を期すとともに、諸先学諸先生の変わら

ぬご叱正とご指導をお願い申し上げます。

(松崎)

(54頁註続) アイヌが伝える

イクパスイの用材規制ひいてはそれを用い

る儀式に対する考え方などについても示唆

するところは少なくない。発表を引用し擦

文期にイクパスイがあるとした講演があっ

たが、これらについても併せてご教示をお

願いしたいと思うところである。



表15 出土遺物(陶磁器)集計表

ー自 事E 国 産

中 国 舶軍E 瀬戸美濃 唐i$ 国産

膏 磁 白磁 染付 赤絵 4、宵十 灰 f由 鉄軸 志野 唐 津 鉄柑 越前 珠洲 イ宮楽 備前 ノj、冒十 合計

集 積区 13 l 9 I 24 4 5 35 44 68 
碗 集積区外 5 6 11 I 2 5 8 19 

世十 18 i 15 i 35 5 7 40 52 87 
集 積区 3 28 31 31 i 13 202 i 248 279 

皿 集積区外 4 i i 6 5 8 49 62 68 
勝 宵十 4 4 29 37 36 i 21 251 l 310 347 
ilJ 集 積区

重富 珂= 集積 区外 l I I 

跡 世十 l I I 

併 集積区 23 23 23 
サ子 盤 集積区外 24 24 24 
期 官十 47 47 47 

陶 集積区

磁 鉢 集 積区 外

告苦 骨十

組 集積区 28 2 30 30 
成 f冨鉢 集積区外 l l l 

表 骨十 28 3 31 31 
① 瓶 集積区 2 12 4 18 18 

聾 集積区外

登 骨十 2 12 4 18 18 
そ 集積区 i 14 15 15 
の 集積区外

f也 l 14 15 15 
13 4 37 1 55 35 8 14 286 I 32 2 378 433 

骨十 9 i 8 18 6 2 8 78 i 95 113 
22 5 45 1 73 41 10 22 364 l 32 3 473 546 

56 56 5 12 17 73 
碗 21 21 i I 22 

77 77 i 5 12 18 95 
12 12 i 11 12 24 

血 7 7 11 1 l 13 20 
19 19 12 12 i 25 44 

勝 集積 区

山 珂Z 集積 区外

重富 骨f
跡 集積区 l l 8 8 9 

廃 盤 集積区外 z 2 2 

絶 曹十 i i 10 10 11 
直 集積区

後 鉢 集積 区外 i l i 

』明 曹十 i I i 

陶 集積区 10 6 l 8 25 25 
磁 f冒鉢 集積区外 7 7 7 

岩手 骨十 10 6 I 15 32 32 
組 瓶 集 積区 10 10 10 
ri¥t 要 集積区外

表 壷 冒十 10 10 10 
② そ 集 積区

の 集積区外

イ也 世十

集積区 69 69 5 i 51 6 l 8 72 141 
骨十 集積区外 29 29 i 11 3 i 7 23 52 

匡事
98 98 I 5 12 54 i 6 i 15 95 193 

碗 13 l 65 l 80 4 10 47 61 141 
碗 5 27 32 2 2 5 9 41 

18 1 92 1 112 6 12 52 70 182 
集 積区 3 40 43 31 l 14 213 1 260 303 

皿 集積区外 4 l 8 13 5 19 50 1 75 88 

園事
4 4 48 56 36 i 33 263 2 335 391 

① 均ミ i l l 

+ i i l 

② 集 積区 i l 31 31 32 
盤 集積区外 26 26 26 

官十 I I 57 57 58 
集積区

鉢 集積区外 i I i 

合 骨十 l i I 

集積区 10 34 2 i 8 55 55 
f冒鉢 集積 区外 I 7 8 s 

骨十 10 34 3 l 15 63 63 
富十 瓶 集積 区 2 22 4 28 28 

費 集積区外

登 冒十 2 22 4 28 28 
そ 集積 区 I 14 15 15 
。コ 集積区外

f也

二集亙積官制1 区E外
l 14 15 15 

13 4 I 106 l 124 35 13 15 337 ' I 38 2 1 8 I 450 574 
書十 9 i 37 47 7 z 19 81 I l 7 I 118 165 

22 5 I 143 1 I 171 42 15 34 418 2 38 3 l 15 I 568 739 

注イ 集積区 は 欄 査 区 西 辺C-F-6、 7区の遺物集積地在を、区外は他の欄査区分全体を指す。

口 組成表①の唐樟焼は胎土目積の物とそれと推される破片を一括したものである。

ハ 組成 表 ②の 中の 唐撒 焼は 砂 自の確飽できた物とし、それに少数の同類と曹 、 わ れ る 破 片 を 加 え た も の で あ る 。

ニ ①と ② の 遺 物 を 層 イ 立 的 に抽出することはできなかった。集積区にあっては、この両者の一括の組成(①+②合制)がその形

成 年代を示 すと 推さ れる 。
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羽 上之国勝山館遺跡出土遺物の金属考古学的調査結果

1 はじめに

北海道槍山郡上ノ国町上之国勝山館跡は、 1979

年から今日に至るまで20年間にわたり発掘調査が

続けられてきた遺跡である。これまでの調査をと

おして、館内での生活はもとより、倭人とアイヌの

関わりを知るうえでの遺構や遺物が発見された1)。

出土した遺物の中には膨大な数の金属器、とり

わけ鉄器があり、鉄塊や鉄浮も確認されている。

また、銅もしくは銅合金資料、部分溶融した後固

化したと思われる銅片も散見される。これらの遺

物をとおして、館内では鉄や銅に関する生産活動

が実施されていたことがうかがえる。

館内での生産活動の内容を明確にし、鉄器の使

用状況を解明することを目的として、資料の金属

考古学的調査が行われた。調査によって得られた

結果と、出土状況、遺物の形状を総合的に検討し

た結果、館内では他地域から供給された原料鉄を

素材として、生活に必要な鉄器が造り出されてい

たものと推定された。原料鉄の一つである銑鉄は、

脱炭により鋸にされ、別途もたらされた鋼、ある

いは使用目的を果たした鋼製鉄器とともに、生活

に必要な鉄器に加工されたものとみることができ

る。同様に他地域から運び込まれた銅地金や銅製

品を使って、銅もしくはその合金の溶解と製品製

作が行われていた可能性の高いことも明らかとな

った。

原料鉄や銅地金の供給地域を明確にすることは

困難であったが、微量元素の組成比が微妙に異な

る鋼製鉄器が存在することをふまえると、同時代

に複数の供給地域が存在したか、あるいは時代経

過とともに供給地域が変わったかのいずれかを想

定することができた。上之国勝山館遺跡にみられ

る現象は、東北地方北部に立地する城館跡2)や、

北海道札幌市のアイヌ文化に伴う遺跡3)、沙流川

中流域に点在するチャシ跡においても認められて

いる4)。出土鉄関連遺物の金属考古学的調査をと

おして、中世の北方社会が他地域との交渉により

金属器を入手し、必要に応じ加工を施しながら、

62 

岩 手 県 立 博 物 館 赤 沼 英 男

その使用を計っていたことを考えることができた

わけである。以下では、上之国勝山館跡から見い

だされた出土金属関連遺物の金属考古学的調査に

よって得られた知見について述べる。

2 調査資料

金属考古学的調査資料はNo.1 (7026)半製品、

No. 2 (9453)鉄鎖、 No.3(9461)釘、 No.4 (8650) 

小札、 No.5 (8701)鉄鍋、 No.6 (4841) はま

ぐり形鉄塊、 No.7鉄塊、 No.8 -No.ll鉄淳、

No.12羽口、 No.13 (2394)銅もしくは銅合金塊、

No.14 (2389)銅片、 NO.15るつぼの合計15点の

資料である。鉄製品の遺物番号、検出遺構、推定

年代を表1aに、鉄浮の検出遺構と外観上の特徴を

表1bに、銅関連の遺物番号、検出遺構を表1cに、

資料の外観と試料片摘出位置はPL.13-17・19に

示すとおりである。

表 1aの中で、 No.1鉄器は漁具を製作するた

めの半製品と推定されている 5)。また、 No.8、

No 9、No.10は椀形i宰で、特にNo.8は表面凸部

に粘土状物質が部分溶解したと思われる青灰色の

異物が付着しているという点で特徴的である。一

方、 No.13銅もしくは銅合金塊は流通した素材、

No.14銅片は使用目的を果たした製品の一部であ

った可能性が考えられる。

3 調査試料片の摘出

鉄器、銅もしくは銅合金塊については、肉眼観

察で残存状況が良好と判断された部分から 2つの

微小試料片が摘出された。試料片の摘出にあたっ

ては外観形状を損ねることのないよう細心の注意

を払いながら、ダイヤモンドカッターを使って↑真

重に行った。鉄j宰については資料の一部に切り込

みを入れ、それぞれの切り込み面から 2つの小試

料片を摘出した。羽口については熱の影響を受け

ていないと判断される部分から小試料片を切り出

した。一方、るつぼについては破断した部分から

小試料片を抜き出した。



表 1a 調査資料(鉄器)

No. 資料番号 資料名 検出遺構 推定年代

1 7 0 2 6 半製品 1 6 K 1 7 15C後半一16C代

2 9 4 5 3 鉄鉱 銅鋳造遺構 15C後半ー16C代

3 9 4 6 1 釘 ぞシ 15C後半一16C代

4 8 6 5 0 小札 。 15C後半一16C代

5 870 1 鉄鍋 15C後半ー16C代

6 484 1 はまぐり形鉄塊 1 6 J 3 15C後半一16C代

7 鉄塊 1 9 J 1 2 15C後半ー16C代

注)資料番号、資料名、検出遺構、推定年代は上ノ国町松崎水穂氏

に、分析番号 (No.)は筆者による。

表 1b 調査資料(鉄塊・羽口)

No. 資料番号資料名 検出遺構 外観上の特徴

8 K-3 椀形淳 1 6 J 8 濠中 凸部に著しく礁のかみ込みがみられ、土砂が固

着している。

9 K-3 椀形淳 1 5 L 1 1 。 鉄津部は黒褐色を呈する。いたるところに気孔

がみられ、赤錆が混在している。

10 M-3 椀形浮 1 8 L 1 1 土境20 黒褐色を呈する鉄浮に赤錆が混在する。

11 M-6 塊状淳 15M 1 9 キノTン+シルト 黒褐色を呈する鉄津に赤錆が混在する。

12 羽口 1 7 N 2 5 外径6.4cm、内径2.4cmで先端に向かい先細とな

る。

注)資料番号、資料名、検出遺構、推定年代は上ノ国町 松崎水穂氏に、分析番号 (No.)、外観の特徴は筆

者による。

表 1c 調査資料(銅製品・るつぼ)

No. 資料番号 資料名 検出遺構

13 2 3 9 4 銅もしくは銅合金塊 18-M1 

14 2 3 8 9 銅片 1 8 -M  1 

推定年代

15C後半一16C代

15C後半ー16C代

15 るつぼ 1 7 N 2 5 III -4 15 C後半ー16C代

注)資料番号、資料名、検出遺構、推定年代は上ノ国町松崎水穂氏に、分析番

号 (No.)は筆者による。
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4 分析方法

(1)鉄関連遺物の調査方法

鉄器・鉄浮から摘出した試料片のうち、大きい

方をエポキシ樹脂で固定し、エメリ 紙、ダイヤ

モンドペ ストを使って研磨した。次に研磨面を

金属顕微鏡で観察し、地金および鉄浮の成因を推

定するうえで重要と判断された非金属介在物(鍋

を製造する過程で分離されずに鋼中に残った異

物)、および鉄淳中に残存する鉱物相を、エレク

トロン・プロ ープ ・マイクロアナライザー (EP 
MA)で分析した。

摘出したもう一方の小試料片については、その

表面に付着する錆や土砂を除去した後、エチルア

ルコール、アセトンで洗浄し'恒温乾燥機の中で乾

かした。健全なメタル資料については直接に、錆

試料については粉砕の後テフロン分解容器に秤量

し、酸を使って溶解した。このようにして調整し

た溶液中の、 T.Fe、Cu、Mn、P、Ni、Co、Ti、Si、

Ca、Al、Mg、Vの12成分を誘導結合プラズマ発

光分光分析法(ICP-AES法)により分析し

た。なお、鉄器の健全なメタルについて十分な試

料量が摘出できた場合には、燃焼一赤外線吸収法

により C、Sも定量した。また、鉄i宰中のFeOにづ

いては酸可溶性鉄(11)定量法により含有量を調

べた。

( 2 )銅関連遺物の調査方法

No.13銅もしくは銅合金塊、 No.14銅片から摘

出した試料片については、内田らの方法5)に従っ

て溶解した。すなわち、表面に付着する錆を除去

し、エチルアルコ ールとアセトンを使って洗浄、

乾燥した後、テフロン分解容器に直接秤量する。

つぎに硝酸で溶解し、塩酸を加え試料濃度約

1000ppm、塩酸 1モル溶液となるよう蒸留水で希

釈するというものである。このようにして調整し

た試料溶液に含有されるCu、Sn、Pb、Fe、As、Sb、Zn

の7成分を ICP-AES法により定量した。ま

た、るつぼから摘出した試料片については、鉄浮

と同様の方法により組織観察だけを実施した。

5 分析結果

5 -1 鉄器の組織観察結果

No. 1半製品Sal・Sa2から摘出した試料片

(PL.13 a)はそのほとんどが健全なメタルによ
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って構成されていたので、ナイタール (硝酸

2.5mlとエチルアルコール97.5mlの溶液)により

腐食した。Salのマクロエッチング組織の大枠で

囲んだ内部のミクロ組織は、ところどころに黒く

腐食されたパーライトがみられるものの、そのほ

とんどはフェライトによって構成されている

(PL.13 b γb  2)。炭素含有量が0.1-0.2%の鋼

と推定される。Sa2はSalに比べパーライトの占め

る面積割合が多く、フェライトが細粒化している

(PL.13 c 1・c2)0 0.5-0.6%Cで、オーステナ

イト域から空冷された組織と思われる7)。

Sal . Sa2に残存する非金属介在物 (PL.13b 1 

・C1の枠内)にはともに灰色柱状化合物XTが観

察され、前者は微細な化合物を内包するガラス質

けい酸塩(S)の中に暗灰色柱状化合物Fもみられ

た (PL.13b 3・C3、PL.8)0 EPMAによる分析

によ って、 XTはFe-Ti-Al-O系のチタン化合物、

FはFeO-MgO-Si02系化合物〔マグネシウムを固

溶した鉄かんらん石2(Fe， Mg) 0 . Si02と推定さ

れる〕であることがわかった。

No.3釘、 No.4小札の試料片もほぼ健全なメ

タルからなる。ナイタールによる腐食組織はNo.

l半製品Salとほぼ同じであり (PL.14)、それぞ

れ0.1-0.2%C、0.2-0.3%Cの鋼と推定される。

一方、 No.2鉄鍛はその全域が錆で構成されてい

た。マクロ組織の枠で囲んだ内部には金属光沢を

呈する細線状物質 (Cm)がみ られた。この物質

は層状をなし、島状組織を形成している (PL.14)。

これまでの出土鉄器の組織観察結果に基づけば、

線状物質はもとの健全な鋼におけるパーライト中

のセメンタイトと推定される8)9)。セメンタイト

によ って形成される烏状組織をもとの健全な鋼に

おけるパーライトとし、錆化による膨張を無視す

ると、もとの健全な地金は炭素含有量0.3-0.4%

の鋼とみることができる (PL.14)。

No. 3釘には灰色粒状をしたウスタイト (化学

理論組成FeO)、Fe-Ti-Al-V-O系化合物 (XT)、

FeO-MgO-Si02系化合物 F (鉄かんらん石 :2 

(Fe， Mg) 0 . Si02と推定される〕、およびマトリ

ックス (M) によって、No.3小中しはウスタイト、

FeO-MgO-Si02系化合物F、およびマトリックス

(M)によって構成される非金属介在物が観察さ

れた (PL.14)。なお、 No.2鉄鉱は錆化が著しく

非金属介在物を見いだすことができなかった。



No. 5鉄鍋から摘出した試料片には片状黒鉛(G)

とレーデプライト組織がみられ、鋳造鉄器である

ことが確かめられた。No.6鉄塊から摘出した試

料片もその全域がレーデプライト組織によって構

成されており、鋳鉄品であることがわかった。以

下ではこの資料をはまぐり形鋳鉄と呼ぶことにす

る。 No.7鉄塊の試料片にはところどころに空隙

が観察された。ナイタールによる腐食組織には、

初析セメンタイト (PCm) とパーライトからなる

組織が観察され、過共析鋼であることが確かめら

れた (PL.15)。

5 -2 摘出した試料片の化学組成

表2、表3に摘出した試料片の化学成分分析結

果を示す。 No.2鉄鋭、 No.5鉄鍋、および、No.6 

はまぐり形鋳鉄を除く 4点のT.Feは95%以上に

ある。ほぼ健全なメタルが分析されたことがわか

る。これに対し、 No.2鉄鍛、 No.5鉄鍋のT.Fe

は49-60%にあり、相当に錆化が進んだ試料が分

析されたとみなければならない。

NO.1半製品Sal、No.3釘にはそれぞれ0.23%、

0.12%のCが、 No.6はまぐり形鋳鉄、 No.7鉄塊

表 2 銅製鉄器の分析結果

化学成分 (%)

にはそれぞれ4.73%、2.14%のCが含有されてい

た(表 4)。この結果は、上述の組織観察結果と

よく整合する。一方、 No.5鉄鍋からは0.074% 

のCuと0.354%のPが検出された。 Pについては埋

蔵環境下からの富化の心配がある。このような場

合、ほぽ同じ埋蔵環境にあったとみなすことので

きる鉄器に含有されるpとの比較を行い、埋蔵環

境下からの富化の可能性を検討する必要があるが、

共伴遺物の調査結果はなく、その実施は困難であ

った。ここでは、もとの健全な地金に相当量のP

が含有されていた可能性を述べるにとどめておく。

はまぐり形鋳鉄からも 0.185%のPと0.044%のCu

が検出された。これらは通常の砂鉄10)に含有さ

れる Cuに比べ高値にある。この資料のT.Feは

84.75%にあり、そのほとんどが健全なメタルか

らなることを考慮すると、検出されたP、Cuのほ

とんどは、もとの健全な地金に含有されていたと

みることカfできる。

5-3  鉄浮・羽口から摘出した試料片の組織観

察結果と化学組成

No. 8椀形浮から摘出した試料片にはいたると

No T.Fe C Cu Mn Ni Co Ti Si Ca AI Mg V ミクロ組織

l 半製品Sa，98.73 0.23 0.018 0.016 く0.001 0∞7 0.016 0.050 <0∞1 <0.001 0∞4 0曲10.001 0.001 p，(0.1-0.2) XT.F.M 
Sa， 96.84 0.54 0∞4 0.023 く0.001 0.016 0.019 0.069 ∞5 く0∞10.016 0田40∞ O.∞2 Pa(0.5-0.6) XT.M 

鉄鎌 59.64 ∞ O.∞3 0.131 O.∞ O.∞ 0.033 1.22 0.026 0.389 0.039 O.∞2 Cm(O.シ-0.4) no 
釘 96.52 0.12 0.006 0.022 " 0.011 0.010 0.051 0.034 く0∞10.028 0.023 0.012 ∞2 Pa(O.I-O幻 W.XT.F.M
小札 97.68 0.014" 0.007 O.∞ 0.017 ∞6 <0.001 0.015 0.015 0.003 <0.001 Pa(0.2-0.3) W.F.M 
釘(K3.MI) 96.47 0.015 0.011 0.035 0.016 0.065 ∞ 0.444 
釘 92.89 0.012 0.011 0.024 0.014 0.064 0.019 <0.01 

注J)C.Sは燃焼赤外線吸収法、他は ICP-AES法による。

注 2)p，はパーライト、 Cmはセメンタイトも Lくはその欠落孔、カァコ内の数字はミクロ組織から推定される炭事官有量.

注 3)n.m.iは非金属介在物組成、 Wはウスタイト、 XTltF.-AI-Ti-O系化合物、 FはF.O-MgO-SiO，系化合物、 Sはガラス質けい酸塩、 Mは、マトリックス。

表3 鋳造鉄器の分析結果

化学成分(%)

NO. T. Fe Cu Mn P Ni Co Ti Si Ca Al Mg V ミクロ組織

5 鉄鍋 49.44 0.074 0.003 0.354 0.007 0.005 0.018 0.917 0.0694 0.181 0.021 0.020 L， G 

注1)分析は ICP-AES法による。Lはレーデプライト、 Gは片状黒鉛。

表4 鉄塊の分析結果

化学成分(%)

NO. T.Fe C S Cu Mn P Ni Co Ti Si Ca AI Mg V ミクロ組織

84.75 4.73 0.030 0.044 0.004 0.185 0.012 0.011 0.001 0.067 0.016 0.002 0.001 0.017 G 
95.14 2.14 0.023 0.027 0.018 0.008 0.009 0.001 0.043 0.014 0.005 0.010 0.009 PCm+Pa 

半月形 99.67 0.01 0.001 0.010 く0.001 0.018 0.009 0.037 0.004 Pa 
鉄浮付着 84.54 2.55 0.203 0.006 0.048 0.030 0.016 0.120 L+PCm 

注 1)C，Sは燃焼赤外線吸収法、他は ICP-AES法による。
注 2) Gは片状黒鉛、 Lはレーデプライト、 PCmは初析セメンタイト、 Paはパーライト。
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ころに空隙がみられ、ところどころに錆が混在し

ていた。鉄津部分は灰色粒状化合物W、暗灰色の

化合物F、やや暗灰色をした角状化合物 (XT)、

およびマトリックス (M)によって構成される領

域と、粒状化合物W、灰色化合物F、マトリック

ス (M)からなる領域の 2つがみられる (PL.16)。

EPMAによる分析によ って化合物Wはウスタイ

ト (化学理論組成 FeO)、化合物 F は

FeO-MgO-Si02系化合物〔マグネシウムを固溶し

た鉄かんらん石 :2 (Fe，Mg) 0 . Si02と推定され

る〕、化合物XTはFe-Ti-Al-O系化合物と判定さ

れた。 PL.16から明らかなように、 No.11鉄淳は

Fe-Al-O系化合物H、Fe-Si-Ca-O系化合物0、お

よびマトリックス (M) によって、 No.9 ・

No.10鉄浮はともにウスタイト、 FeO-MgO-Si02

系化合物、およびマトリックス (M) によって構

成されていた。一方、 No.12羽口はそのほとんど

がガラス化しており、わずかに石英と恩われる化

合物Qが残存していた。

鉄浮の化学組成を表 5に示す。 No8 -10の

T.Feは59-65%にある。操作の過程で鉄分に富

むスラグが生成したものと推定される。一方、

No.11からは21%のT.Fe、22.4%のFeOが検出さ

れた。前者の 3点に比べ、高還元状態下にさらさ

れたものとみることができる。 Tiは0.5%未満に

表 5 鉄津の分析結果

ある。鉄浮から摘出した試料片に鉄チタン酸化物

がわずかにみられるとした組織観察結果とよく整

合する。

羽口のT.Feは3.28%、Siは19.8%、Alは9.05

%にある。羽口先には鉄浮の付着はなく、粘土状

物質を素材としていることがわかる。

5-4 銅もしくは銅合金資料の化学組成とるつ

ぼの組織観察結果

表 6に銅もしくは銅合金塊および銅片の化学成

分分析結果を示す。 No.13鏑もしくは鍋合金塊に

は98.5%のCuが含有され、 0.13%のSn、0.20%

の町、 0.31%のAs、0.26%のZnが含まれていた。

No.14銅片Salからは88.1%のCu、4.86%のSn、

3.41 %のPbが、 Sa2からは85.2%のCu、5.36%の

Sn、4.46%のPbが検出された。No.13は精銅、

No.14は鋼、錫、鉛の三元系合金であることがわ

かる。

PL.17にはNo.15るつぼの外観と摘出した試料

片の組織観察結果を示した。内面にはところどこ

ろに緑青が析出している。摘出した試料片のマク

ロ組織にはいたるところに金属粒が残存しており、

EPMAによって銅粒であることが確認された。こ

の分析によって、遺跡内では銅を溶融する操作が

行われていたことが確実となった。

化学成分 (%)

No T.F'e F'eO Cu Mn P Ni Co Ti Si Ca Al Mg V 鉱物組成

8 椀形津 59.12 66.0 0.008 0.041 0.141 0.001 0.005 0.481 3.87 0.303 1目64 0.334 0.046 (W.XT.F'.M) (W.F'，M) 

9 椀形浮 6l.80 49.7 0.012 0.040 0.144 0.002 0.011 0.459 l.14 0.432 0.963 0.283 0.055 W，F'，M 

10 椀形浮 64.19 7l.4 0.013 0.027 0.074 0.004 0.016 0.137 8.57 0.274 l.58 0.237 0.014 W，F'，M 

11 塊状浮 2l.23 22.4 0.020 0.219 0.830 0.005 0.012 0.272 9.33 7.78 2.96 l.90 0.016 H，O，M 

lZ 羽口 3.28 0.002 0.041 0.137 0.003 tr 0.436 19.8 l.64 9.05 l.25 0.020 Q，S 

注 1)F'eOは酸可溶性鉄 (0)定量方法、他は ICP-AES法による。
注 2)Wはウスタイト、 XTliF'e-A卜Ti-O系化合物、F'liF'eO-MgO-Si02系化合物、 HはF'e-Al-O系化合物、 0はF'e-Ca-Si-O系化合物、

Sはガラス質けい酸塩、 Mは7 トリックス、 Qは石英と推定される。

表 6 銅関連資料の化学組成

化学組成(masss%)

No， 資料名 Cu Sn Pb Fe As Sb Zn 

13 銅もしくは銅合金塊 98.50，130.20 <0，0050，310，011 0，26 

14 銅片Sa1 88.1 4，86 3.41 0，67 0，91 0，055 0，061 

Sa1 85，2 5，36 4，46 0，54 0.99 0.065 0.040 

注)分析は ICP-AES法による。
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6 考察

6 -1 鉄器の分類

鉄器は鋼を素材とする銅製鉄器と、銑鉄を素材

とする鋳造鉄器の 2つに分類される。 5-1に基

づけば、 No.1半製品、 No2鉄銀、 No.3釘、

No. 4小札は亜共析鋼(炭素含有量0.8%未満の鋼)

を素材とする銅製鉄器、 No.5鉄鍋は鋳鉄鋳物、

No. 6はまぐり形鉄塊は鋳鉄製、 No.7鉄塊は過

共析鋼であることがわかった。No.1半製品、

No. 3釘には主として酸化鉄と酸化チタンからな

る化合物と FeO-MgO-Si02系化合物が、 No.4小

札からはウスタイト、 FeO-MgO-Si02系化合物が

残存する非金属介在物が見いだされている。鋼の

製造過程で、酸化鉄に富み、少量の鉄チタン酸化

物を含むスラグと鉄とが接触した状態が存在した

ことは確実である。一方、 No.5鉄鍋からは通常

の砂鉄に比べ高いレベルにあるCuおよびPが検出

された。錆化が進んだ資料ではあるが、鍋に鉄以

外の金属の付着がなかったことをふまえると、少

なくとも Cuについては製鉄原料に起因するもの

と推定される。

上之国勝山館跡では鋳造鉄器の製作につながる

鋳型は未検出にある。後述する鋼製造法に基づけ

ば、 No.6はまぐり形銑鉄は鋼製造の素材として

使用された可能性がある。一方、 No.7過共析鋼

については、使用不能と判断された廃棄品、ある

いは亜共析鋼を製造する素材として使用されたと

する二つの見方をとれるが、出土状況と気孔がい

たるところにみられるという組織観察結果をふま

えると、筆者は廃棄品の可能性が高いと考える。

鉄器ならびに鉄塊の調査によって、上之国勝山

館には組成の異なる鉄器あるいは鉄塊が使用され

ていたことが明らかとなった。金属考古学的調査

を行った遺物はそれぞれ異なった遺構から見いだ

されている。従って、それらすべてを同一年代に

位置づけて議論を進めることは危険であり、ある

程度の時期差を設定する必要があろう 。このよう

な考古学の発掘調査結果を加味すると、鉄器や鉄

塊に見いだされた組成の差異については、銑鉄や

鋼など製品鉄器の素材であったと推定される原料

鉄、あるいは製品鉄器そのものの入手ルートが時

代とともに変わったとする見方に加え、使用不能

となった製品鉄器の再利用が計られた、とする点

をも考慮、に入れて検討する必要がある。

6-2 中世における鋼製造法

現在提案されている中世の銅製造法は幾つかの

見方が提示されている。原料鉱石 (砂鉄もしくは

鉄鉱石)を製錬して鉄が生産されるという点では

一致するが、その際に得られる主生成物、すなわ

ちどのような組成の鉄が生産されたとみるか、そ

の点についての見解の差異が主要因といえる。

製錬産物である鉄は炭素含有量に応じ、鋼と銑

鉄の 2つに分類される。製錬炉で得られた鉄から

極力前者の鋼部分を摘出して、含有される不純物

を除去するとともに、炭素量の増減を行って目的

とする鋼を製造する。そして、その鋼を使って製

品鉄器が製作されたとする見方がある 12)。製錬

炉で直接に鋼が造り出されるという意味で、この

方法は直接製鋼法に位置づけることができる。こ

の方法によ って得られた鉄 (炭素量が不均一で相

当量の鉄浮が混在した鉄で、主に鋼からなるが銑

鉄も混在すると考えられている)を精製し目的と

する鋼に変えるという上述の操作は、精錬鍛冶12)

と呼ばれている。

ところで、製錬では銑鉄も生産される。銑鉄は

再び溶解し、鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄

器となる。また、銑鉄中の炭素を低減させる、す

なわち脱炭することによ って鋼も製造できる。こ

の方法は間接製鋼法に位置づけられる。銑鉄の脱

炭方法としては、近世のたたら吹製鉄における大

鍛冶がよく知られている。この方法については、

中沢護人氏が山田賀一氏の論文を基に詳しく説明

されている 13)。それによると、製錬炉でまず銑

鉄が生産される。生産の主目的物はあくまで炉外

に排出される銑鉄であるが、副生成物として炉内

に錫鉄もできる。これは操業の妨げになるので、

鉄棒をたえず炉内に入れ炉外に取り出すようつと

めたという 。このようにして生産された銑鉄を鍛

冶場に運ぶ。そこではまず、火床炉の炉底に木炭

を積み、その上に銑鉄を羽口前にアーチ状に積み

重ね、さら』ご小炭で覆い、底部に点火する。積み

重ねられた銑鉄は内部にあるものから溶融し、滴

下する。この時、羽口付近の酸化性火焔にふれ、

酸化されて鋼 (左下鉄)となる。ここまでの操作

を「左下」という 。左下鉄は製錬時の副生成物で

ある錫とともに再度同じ火床炉にアーチ状に積ま

れ、上述と同様にしてさらに脱炭が計られる。脱

炭が十分に進んだところで、金敷の上にのせ、加
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熱・鍛打によって鉄棒の除去と整形がなされる。

後者は「本場Jと呼ばれる。このように「左下j

と「本場」、 2つの操作を経て包丁鉄を造る方法

は一般に大鍛冶といわれている。

大鍛冶は銑鉄を酸化焔下におき、局所的に脱炭

を進めるという方法であるが、最近中世には、溶

銑を準備し造津材を使用しながら空気酸化を併用

して脱炭を進めるという方法が行われていたとす

る見解が筆者らによって提示されている 14)15)。

このように、中世の鋼製造法には幾つかの異なっ

た方法があった可能性が高く、遺跡内における鉄

生産活動内容を検討するにあたっては、慎重に行

う必要がある。

6-3 上之国勝山館跡における鉄関連の生産活

動

金属考古学的調査を行った鉄淳には椀形淳と塊

状浮の 2つの異なった形状がみられた。それらは

主としてウスタイト、鉄かんらん石と推定される

化合物からなり、他にFe-AI-Ti-V-Q系化合物と、

Fe-AI-Q系化合物を含むものがあった。 6-2で

述べた直接製鋼法の立場に立っと、上述の椀形浮

や塊状j宰は、製錬または精錬鍛冶に伴う廃棄物と

みることができる。しかし、製錬に不可欠な気密

性を有する炉跡はもとより、相当量の木炭が生産

されていたことを示す遺構も未確認にあるという

発掘調査結果をふまえると、館内において製錬が

行われていた可能性は乏しく、精錬鍛冶の実施が

想定される。

既述のとおり、精錬鍛冶を行うためには鋼を主

成分とするが、銑鉄も混在した組成が不均一な鉄

が出発物質として用意されていなければならない。

1993年に実施した鉄関連遺物の金属考古学的調査

によって、銑鉄および過共析鋼(炭素含有量が

0.8%を越える鋼)からなる鉄に鉄チタン酸化物

を含む鉄浮が付着した資料が確認された (PL.18

b 1)。鉄からは通常の砂鉄に含有される量を迄か

に上回る、 0.2%を越えるCuが検出されている 16)

(表 4)。このような組成の鉄が精錬鍛冶の出発物

質であったとすると、製鉄原料としては脈石中に

銅鉱物を随伴する鉄鉱石の使用を想定する必要が

ある。館内およびその周辺にはそのような鉱石を

産出する鉄鉱山はない。精錬鍛冶の実施を主張す

るためには、組成が不均一な鉄の広域的流通があ
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った、あるいはそのような鉄の広域的流通がなか

ったとすると、上之国勝山館直轄の製錬所が列島

内のいずれかの地域に確保されており、そこで生

産された組成が不均一な鉄が館内に運び込まれた

とする見方をとる必要がある。

1988年の発掘調査において、館内ではPL.15に

示すはまぐり形をした重量1156gの鉄塊 (No.6) 

が確認された。摘出した試料片のミクロ組織には

片状黒鉛が残存しており、ゆっくりと冷却された

鋳鉄で、 0.1%を越えるP、0.044%のCuを含むこ

とが確認されている。館内からは鋳造鉄器が製作

されていたことを示す鋳型やるつぼは未確認にあ

り、銑鉄については別の使用を考えなければなら

ない。前述の椀形津や塊状浮の組成に基づけば、

操作の過程で相当量の酸化鉄を含むスラグと鉄と

が接触した状態があったことは確実である。

これらの資料に基づき、銑鉄を脱炭し鍋を製造

する操作の実施を考えることができる。この場合

の操作方法としては、まず溶銑を準備し、造津材

の使用によって生成したスラグと接触させた後、

空気を送り込むという操作が想定される。この操

作にあたっては、溶銑を蓄えるための設備と空気

送風の道具が必要となる。出土鉄棒には椀形淳が

みられる。その外観形状は設備の一部を表してい

るものとも思われる。また、鉄棒とともに、内径

が約2.5cm、外径が約6.5cmで、先端に向かうに従

って先細となる羽口が検出されている。木炭を燃

焼させるための道具としては、気道内径が細い。

むしろ、反応サイトに空気を送り込むための道具

として使用された可能性がある。銑鉄と過共析鋼

からなり、 0.2%を越えるCuを含む鉄と鉄津が付

着した資料、あるいはNo.7過共析鋼は、上述の

方法により銑鉄を脱炭する過程で生成したもので、

いずれも脱炭が不十分であったため廃棄されたも

のとみることができる。溶銑の脱炭という操作を

考慮に入れて鉄関連遺構の発掘調査を慎重に進め

ることにより、生産設備と具体的操作の実態に迫

ることができるに違いない。

既述のとおり、館内では0.1%を越えるPを含

む銑鉄塊が見いだされており、 0.2%を越えるCu

を含む銑鉄も使用されていた可能性が高い。組成

の異なる銑鉄が遺跡内に持ち込まれたか、あるい

は銑鉄塊とともに、鉄鍋をはじめとする鋳鉄鋳物

の再利用が計られたかのいずれかと推定される。



一方、館内からは1993年の発掘調査によって、

重量約5.5Kgの半月形鉄塊 (PL.18a 1)が、検出

されている。半月形鉄塊は αFe(フェライト)

に近い組成である 16)。非金属介在物がほとんど

残存せず、それを鉄淳との接触により生成したと

解釈することは危険である。なんらかの純化操作

が施された可能性もあり、その成因については慎

重に判断する必要がある。規格化された形状をと

ることから、鋼素材として遺跡内に持ち込まれた

とみることができる。今後、他の遺跡において同

様の形状と組成を有する資料が確認されれば、そ

の点が明確であろう。

6-4 鍋および銅関係資料の分類と流通

出土遺物の金属考古学的調査によって、上之国

勝山館跡では銑鉄を脱炭し鋼を製造する操作、鋼

を加熱・鍛打し生活に必要とする鉄器を製作する

操作、精銅を溶融する操作が行われていることが

わかった。鋼製造の素材となった銑鉄は他地域か

ら供給されたものの他、使用不能となった鋳鉄鋳

物の二次利用が計られていた可能性がある。一方、

鋼については遺跡内で製造されたものと他地域か

ら供給されたものの二つが、製品鉄器については

製品としてもたらされたものと、遺跡内で製作さ

れたものがあり、後者の素材としては、他地域か

ら供給された鋼、遺跡内で製造された鋼、および

使用不要となった製品鉄器の三つを考えることが

できる。

これまでの発掘調査によって遺跡内では、武具、

表 7 出土鉄器の化学組成と非金属介在物組成

農具、工具をはじめとする多種多様な鉄器が検出

されている。遺跡内では銑鉄を脱炭して鋼を製造

する操作がなされていたものと推定されたが、そ

れらの鉄器がすべて同じ方法により製造された鋼

を素材としていたとは考えにくい。製品鉄器によ

り地金の分類を行う場合には、異なった方法で製

造された製品が混在していることを念頭に置き検

討する必要がある。

表 2ー表4に示す化学成分分析値の中で、 Cu、

Ni、Coの三成分については、一度メタルに取り

込まれた後は鉄とほぼ同一の挙動をとり、その組

成比は主として製鉄原料に起因するとみることが

できる。表2の下段にはこれまでに行われた上之

国勝山館跡出土2点の釘の金属考古学的調査結果

も併せて示しである。図 8 (PL.19)にはそれら

の中から、定量精度と埋蔵環境下からの富化の問

題を考慮し、 Ni、Coがともに100ppm以上含有さ

れている 9点の鉄器・鉄塊について、 Cu/Co、

Ni/Co値を求めプロットした。それによると、

No. 1半製品、 No.3釘はすでに分析が行われて

いる釘や半月形鋼素材とほぼ同じ位置にあり、そ

れらの地金は同じ組成の製鉄原料を用いて製造さ

れたとみることができる。これに対し、 No.4小

札は図のやや上方に、 No.6はまぐり形鋳鉄塊、

No. 7過共析鋼は図の上方の大きく離れた位置に

ある。これら 3点の鉄器・鉄塊は異なった組成の

製鉄原料を用いて製作された可能性が高い。上之

国勝山館には組成の異なった鉄器、鉄塊が供給さ

れていた可能性が高いことがこの図からも容易に

化学 成 分 (mass%) 

資料名 所在地 推定年代 T.Fe Cu Mn P Ni Co Ti Si Ca AI n.m.i 

浪岡城跡F-3鉄状鉄器 青森県浪岡町 15-16C代 90.70 0.013 0.001 0.085 0.012 0.035 0.028 0.115 0.017 0.015 W.XT.F.M 

浪岡城跡F-382鉄状鉄器青森県被岡町 民 -16C代 95.90 0.017 0.003 0.088 0.027 0.061 0.005 0.582 く0∞ tr XT.S 

根城跡鉄状鉄器A 青森県八戸市 15-16C代 92.48 0.024 0.002 0.024 0.042 0.134 <0∞l く0.001 tr O.∞9 W.XT.F.M 

根城跡鉄状鉄器B 青森県八戸市 15-16C代 92.22 0.026 0.002 0.021 0.037 0.114 ∞6 <0.001 0.006 0∞7 W.XT.F.M 

K501遺跡漁獲具 北海道札幌市機文晩~中近世 52.90 0.014 0∞2 0.036 0.020 0.035 0.578 XT.S 

北海道札幌市擦文晩ー中近世 55.56 0.010 0.008 0.043 0.019 0.017 0.054 0.819 0.019 0.133 XT.S K501遺跡漁錠A

K501i1:跡漁錠B

鳥越館苧引金

鳥越舘飾り金具

北海道札幌市擦文晩ー中近世 95.60 0.008 0∞3 0.012 0.024 0.014 ∞ 0.030 <0∞1 0.001 XTO.S 

岩手県一戸町 15後半ー16C代 97.42 0∞8 0∞2 0.058 0.019 0.046 0.014 0.082 ∞4 0.016 W.XT.F.M 

岩手県一戸町 15後半ー16C代 97.78 0.008 0.001 0.006 0.019 0.076 ∞ 0.028 O.∞3 0.012 XT.f.M 

鳥越館万子 岩手県一戸町 15後半ー16C代 58.69 0.001 0.011 0.028 0.006 0.014 0.020 0.873 0.037 0.185 XT、S

注 1)trは痕跡、ーは分析せず。分析はICP-AES法による。

注 2)n.m.iは非金属介在物組成、 Wはウスタイト、 XTは鉄チタン酸化物、 FはFeO-MgO-Si02系化合物、 5はガラス質けい酸塩、 Mはマトリックス。
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理解される。

図 8には北海道札幌市に立地する K501遺跡の

アイヌ文化に伴う遺構、東北地方北部の城館跡か

ら出土した鉄器(表 7)の三成分の組成比を示し

た。多くは出土遺跡や器穫を問わず図 8の左下に

プロットされる。中世にはほぼ同じ組成の鉄器が

広域的に流通していたことを想定させる結果であ

り、中世の東北地方北部ならびに北海道の城館、

さらにはアイヌ社会には、原料鉄や製品鉄器の主

たる供給依存地域が確保されていたことを考える

ことカfできる。なお、 No.4/J、キL、No.6はまぐ

り形鋳鉄、およびNo.7過共析鋼については、そ

れらがほぼ同時代のものであるとすると、複数の

地域が確保されていた可能性が高いことを、一方、

時代が異なる場合には、時代とともに供給地域が

変化した可能性を考えなければならない。この点

については、検出遺構の状況を吟味し、慎重に判

断する必要があろう。

銅および銅合金資料の中で、出土銭貨について

は、列島内の経済状況と大陸の関係を研究するう

えで重要であるという認識の基に、考古学、歴史

学、経済史、および自然科学、それぞれの領域に

属する研究者が協力して、その製作と流通の状況

を解明するための研究が進められている。図9は、

出土銭貨研究会を中心として中世の銅生産と銭貨

地金の組成について研究を進めてきた佐々木稔氏

による銭貨地金の分類結果的に、馬淵久夫氏、

富沢威氏らによって行われた輸入明銭と国内模鋳

銭に関する分析結果18)19)と、咲山まどか氏や筆

者によって行われた分析結果20)を三角ダイヤグ

ラムに整理したものである。

佐々木稔氏は、あらかじめ時代を銭貨の圏内模

鋳が盛んになる室町中期から戦国末までに限定し

たうえで、ア)明代の公鋳銭の鋳造には、銅 ・錫

.鉛の各地金を適正な組成の範囲に調整のうえ、

溶製して合金化されたものが使用された、イ)公

鋳銭に比べ銅あるいは鉛の含有量が著しく高い銭

貨は、私鋳銭もしくは模鋳銭とする、ウ)硫化銅

鉱を始発原料に製錬した精銅(精製された銅)に

残る銀の回収が明代には広く行われていた、とい

う3つの仮説を設定し、銭貨地金の原材料を分類

している17)。それに従えば、図 9の領域Iにある

銭貨は公鋳銭、領域Ipbは領域IのものよりもPbの

量を増やした私鋳銭、領域Icuは領域IにCuを加え
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た模鋳銭とされ、精鉛と青銅のみの場合には領域

Eに、精銅のみの場合には領域Eにプロットされ

る。図には咲山らの分析結果のみを黒丸で示しで

あるが、地金の組成による分類結果は、下関市立

大学棲木賢一氏による肉眼分類結果ともほぼ整

合することが確かめられている 20)。上之国勝山

館跡からも銭貨の出土が知られているが、今後そ

の組成を調べることによって、館内での模鋳銭と

中国銭貨との存在比率をより明確にできるものと

恩われる。

金属考古学的調査を行ったNo.13銅もしくは銅

合金資料は一定の形状に規格化されており、その

形で流通した素材の可能性が高く、 No.14銅片に

ついては 2つの板状のものが部分溶融し付着して

いる。板状の資料を溶解する過程で廃棄されたも

のと推定され、製品の再利用があったことを示唆

している。表 6の化学成分分析結果をもとに、

No.13、No.14試料に含有されるCu、Sn、Pbの三

成分比を図 9にプロットすると、 No.13棒状資料

は領域Eに、 No.14銅片の一方は領域回の境界付

近に、もう一方はIcuに分類される。銅もしくは

その合金資料についても、精銅と銅合金を素材と

する組成の異なったものの存在を確認できた。

最後に問題となるのが、上之国勝山館における

金属資料の流通範囲であるが、この点を明確にす

ることは難しい。中世には次第に鉄生産地域が集

約化されるという考古学の研究結果や、明代には

銅が重要な輸出品目になるという文献史学の研究

結果をふまえると、まず、第ーには列島内でその

供給地域を探す必要がある。しかし、舶載陶磁器

や中国銭貨の流入、そして中国の公鋳銭と判定さ

れる銭貨地金とほぼ同じ組成の銅合金資料の検出、

Cu鉱物を随伴する鉄鉱石を製鉄原料としたと推

定される鉄器の存在、これらの事実を総合すると、

鉄器や銅製品またはそれらの素材の供給候補地を

国内に限定して考えることは危険であり、供給候

補地のーっとして大陸をも設定し、東北アジア経

済圏の中でその解明を計る必要があると筆者は考

える。

列島内、そしてそれを取り巻く東北アジアの社

会情勢の変化によって新しい素材や器形の製品が

生み出され、その普及とともに、それぞれの地域

における生活様式が変わる。そのような幾つかの

生産と流通に関する変遷を経て、金属器の生産と



その使用が進んだものと思われる。住居や食生活

をも含む生活様式の復元の中に鉄と銅を位置づけ、

広域的流通を念頭に入れて研究を進めることによ

り、上之国勝山館はもとより、北海道のアイヌ社

会における鉄の普及の状況が一層みえてくるにち

がいない。今後の研究の進展に期待したい。
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W 低湿地性堆積物から検出された花粉・胞子と寄生虫について

1.試料

ここでは、笹浪家跡の発掘調査に際して屋敷跡

の地下に分布した低湿地性堆積物中から検出され

た花粉・胞子と寄生虫卵について報告する。

屋敷跡の西側には沢水を集めて流れる小川があ

り、小川沿いは樹幹を含む泥炭や樹幹が主となっ

た木質泥炭、泥炭質砂・粘土からなる厚さ70cm-

50cmの低湿地性堆積物が分布する。試料はトレン

チ5内のA、B地点の 2カ所で、堆積物上位から

塩化ピニール管を打ち込んで採取された。

A地点の層序は、上位から樹幹や小枝が主とな

った暗褐色な木質泥炭(厚さ31cm:試料No.1-

6)、やはり樹幹や小枝が主となった黒色木質泥

炭(厚さ 10cm 試料No.7 -9)、暗褐色木質泥

炭(厚さ 10cm:試料No.10-12)、多量の樹幹を

含む黒褐色泥炭(厚さ 9cm 試料No.13-15)、

最下部が泥炭質粘土の薄層を挟む褐色泥炭質砂(試

料No.16-17)である。

B地点の層序は、上位から樹幹が主となった暗

褐色木質泥炭(厚さ 10cm 試料No.1 -3)、樹

幹が主となった黒色木質泥炭(厚さ 12cm:試料

No. 4 -7)、樹幹や細喋・粗粒砂を含む暗褐色

泥炭(厚さ 7cm 試料No.8 -9)、多量の樹幹

含む黒褐色泥炭(厚さ15cm:試料No.10-14)で

ある。

2.試料の処理方法

試料処理にあたっては、円柱状のコアを半割し

た後に、中心部から 1cnlの試料を50cc遠沈管にと

り、下記の)11買に化学・物理処理を行ってプレパラ

ートを作製した。

アルカリ処理 (10%液を加えて撹祥後24時間放

置)→水洗(遠心分離で10回)→フッ化水素酸処

理(試料をプラスチック製遠沈管に移し、遠心分

離で脱水した試料にフッイヒ水素酸を加えて携持後、

24時開放置)→水洗(遠心分離で 5回)→比重分

離(試料をガラス製遠沈管に移して脱水後、比重

を2.1に調整した塩化亜鉛液を加えて撹枠し、

1. 000r. p. m.で 1時間遠心分離)→水洗(比重液
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に浮いた部分を取り出し、遠心分離で 5回水洗)

→傾斜沈殿法で樹幹の細片等を除去→アセトリシ

ス処理(脱水した試料に氷酢酸を加え遠心分離で

水分を除去した後に、無水酢酸:濃硫酸の 9 1 

液を加えて嫌枠後、 3分間湯煎。遠心分離で混合

液を除去した後、氷酢酸で洗浄)→水洗(遠心分

離で 5回)

検鏡にあたっては、樹木花粉を200個以上数え

るまでにレンズ下に出現した花粉・胞子を無差別

に同定・計数することに努めたが、樹木花粉の検

出数が極めて少なく、処理した試料金てを観察し

でも、樹木花粉を200個以上数えることができた

試料は無かった。したがって、表記にあっては各

試料から検出された花粉・胞子数を一覧表にして

示した(第 1・2表)。また、形態が類似してい

て分類が困難なものについてはハイフォンで結ん

で表示した。

また、プレパラート内に寄生虫卵が含まれてい

たことから、各試料ごとに寄生虫卵の数を数え、

形態が特徴的で分類可能なものものについては分

類し、分類が難しいものについては大分類した上

で一覧表にして示した(第 3・4表)。

3.分析結果

1)花粉・胞子

A、B岡地点から採取した31点の試料中から20

属の樹木・濯木花粉と、 3属17科の草本花粉、 3

科の胞子と、 2種類の形態分類胞子が検出された。

しかし、第 1表、第 2表に示したように樹木花粉

の出現数は少なく、花粉・胞子の含有数が多かっ

たA地点試料No.10-12やB地点No.8 -9暗褐

色泥炭の試料では、総数で1681-2210粒の花粉・

胞子を数えたものの、樹木花粉と胞子の合計がそ

の一割にも満たない、草本花粉が卓越した組成と

なっている。

暗褐色木質泥炭や黒色木質泥炭、黒褐色泥炭、

褐色泥炭質砂では、ヤナギハコヤナギ属(ドロ

ノキ・各種ヤナギ類)、クルミ属(オニグルミ)、

ハンノキ属(ハンノキ・ケヤマハンノキ)、カパ



第 1表 笹浪家 トレンチ 5A地点で検出された花粉と寄生虫卵について

層位

試料番号

暗褐色木質泥炭 黒色木質泥炭 ! 暗褐色泥炭 j 黒褐色泥炭 j褐色泥炭質砂
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笹j良家トレンチ 58地点で検出された花粉 ・胞子

層 f立

試料番号

暗褐色木質泥炭 j 黒色木質泥炭 ! 日音褐色泥炭 j 黒褐色泥炭

NO.l NO.2 NO.3: NO.4 NO.5 NO.6 NO.7: No.8 No.9 :No.l0 No.11 NO.12 No.13 NO.14 
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第 3表 笹浪家 トレンチ 5・A地点で検出された寄生虫卵

層位 暗褐色木質泥炭 黒色木質泥炭 時褐色泥炭 呈褐色泥炭 i褐色ii炭質砂

試料番号 NO.1 No.2 No.3 No.4 NO.5 No.6: NO.7 NO.8 NO.9 :No.10 NO.ll No.12:No.13 NO.14 No.15:No.16 NO.17 

回虫 3 4 

鞭虫 5 3 6 4 2 3 2 3 7 4 2 2 4 2 3 2 7 

吸虫類 2 5 6 2 l 2 2 5 3 3 4 2 l 3 5 

:1 不明寄生虫卵 l 2 l l 3 1 6 2 4 2 3 2 2 3 

合計(個) 10 8 17 8 4 6: 5 6 18 : 9 9 8: 9 5 8: 10 

第4表 笹浪家卜レンチ 5・B地点で検出された寄生虫卵

層{立 暗褐色木質泥炭 i 黒色木質泥炭 : R音褐色泥炭 : 黒褐色泥炭

試料番号 NO.1 NO.2 No.3: No.4 NO.5 NO.6 No.7: NO.8 NO.9 :No.10 NO.ll NO.12 NO.13 NO.14 

回虫 5 3: 

鞭虫 7 5 4 2 I 

広節裂頭条虫ワ i 

吸虫類 i 
42 1 

2 i I 

不明寄生虫卵 3 2 I 1 

合計(個) 4 12 15 : 8 4 3 

ノキ属(シラカンパ・ウダイカンパ)、プナ属(プ

ナ)、コナラ亜属(ミズナラ ・コナラ・カシワ)、

ニレ属(ハルニレ)からなる樹木花粉が主となり、

ヨモギ属(オオヨモギ)、イネ科(ススキ ・ヨシ

ほか)が優勢で、次いでクワーイラクサ科(ヤマ

グワ ・イラクサ ・カナムグラほか)、タデ科(オ

オイタドリ・ミチヤナギ ・エゾノギシギシ・ミゾ

ソパほか)、アカザ科(アカザ ・シロザほか)、セ

リ不十(エゾニユウ ・ヤブジラミ ・ミヤマトウキほ

か)、キク亜科(アキタプキ ・カニコウモリほか)、

単溝型胞子(シダ類)が多く出現する傾向を見せ

る。下位の黒褐色泥炭では一時的にアカザ科、ナ

デシコ科が急増する。中位の暗褐色泥炭ではクル

ミ属とブナ属が急増し、クルミ属、ハンノキ属、

カバノキ属、プナ属、コナラ亜属、ニレ属などの

樹木花粉が主となり、クワ ーイラクサ科、アカザ

科、ヨモギ属、イネ科が優勢で、次いでタデ科、

ナデシコ科(カワラナデシコ ・ハコベほか)、セ

リ科、キク亜科、単溝型胞子が多く出現する。

全般に樹木花粉ではクルミ属、ハンノキ属、カ

バノキ属、プナ属、コナラ亜属、ニレ属が主とな

り、草本花粉 ・胞子ではクワ ーイラクサ科、タデ

科、アカザ科、セリ科、 ヨモギ属、イネ科が主と

なった花粉組成である。 このほかに、針葉樹のモ

ミ属(トドマツ)と落葉広葉樹のシナノキ属(シ

ナノキ ・オオパボダイジュ)、カエデ属(イタヤ

l 

i 

2 

3 7 4 4 3 2 l 

2 
15 51 

3 2 4 3 2 

I 2 3 3 

6 27 7 6 9 8 6 

カエデ ・ハウチワカエデほか)、草本花粉 ・胞子

のアブラナ手ヰ(タネツケパナ ・コンロンソウほか)、

キンポウゲ干ヰ(アキカラマツほか)、タラノキ属(ウ

ド・タラノキ)、ゼンマイ科(ゼンマイ ・ヤマド

リゼンマイほか)なども少ないながら連続して出

現した。また、出現数は少ないものの栽培穫のイ

ネ科花粉がほぼ連続して出現したほか、 B地点試

料No.9の暗褐色泥炭から 1粒ではあるがソパ属

(ソパ)花粉が検出された。

2)寄生虫卵

プレパラート中には花粉化石のほかに寄生虫卵

も含まれていた。寄生虫卵はクチン質の丈夫な卵

殻をもっているため腐敗しにくく 、泥炭などのよ

うな低湿地性堆積物中では良好な状態で保存され

る。検出された寄生虫卵は第 3表、第4表に示し

たような線形動物の回虫卵と鞭虫卵、扇形動物の

広節裂頭条虫卵に類似したものと吸虫類の卵、不

明としたものからなる。花粉分析の対象となった

31点の試料金てで、 1cnfの試料から 2個から27個

検出された。

回虫卵は楕円形で外層には金平糖のような凸凹

した蛋白膜があり、 PL.20-24は長径45μ、短径

39.2μである。 回虫は、人糞を肥料として栽培さ

れた野菜から人体に感染する大型の線虫である。

鞭虫卵 (PL.20-26)は卵殻が厚く、卵の前端

と後端に半透明の栓があり、提灯に似た特異な形
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をしている。鞭虫も人糞を肥料として栽培された

野菜から人体に感染する寄生虫である。

吸虫類の卵 (PL.20-25) は、一端が細い楕円

形で長径が28μ 、短径が15μ の卵である。吸虫類

はカワニナやマメタニシなどを第 1中間宿主、コ

イ科やアユ、ドジョウなどの淡水魚やサワガニ、

モクズガニなどを第 2中間宿主とした寄生虫であ

る。

広節裂頭条虫卵に類似した寄生虫卵は長径48μ、

短径33μ の楕円形で、 PL.20-23のように吸虫卵

に似て前端に小蓋がある。広節裂頭条虫はサクラ

マス、カラフトマス、サケを第 2中間宿主として

人に感染する寄生虫である。

4.若干の考察

検出された花粉・胞子は樹木花粉の出現数が少

なく、イネ科、ヨモギ属、クワーイラクサ科、タ

デ属、アカザ科などの草本花粉が卓越した構成と

なっていて、一見すると樹木の分布が乏しかった

状況が復元される。しかし、背後の正陵に分布し

た樹木が乏しかったのではなく、コナラ亙属、ク

ルミ属、ハンノキ属、カバノキ属、プナ属、ニレ

属などが主となった落葉広葉樹林が分布していた

と考えられる。

背後の丘陵に落葉広葉樹が分布していた木本泥

炭や泥炭が堆積した流れの淀んだ小河川周囲が聞

かれた空間で、水際にはヨシやミゾソパ、イラク

サが、幾分乾燥した場所には荒れ地などに多いス

スキ・オオヨモギ・アカザ・オオイタドリ・エゾ

ニユウ・シダ類が主となった草本群落が繁茂した

環境下にあった結果と考えられる。草本群落は下

位の泥炭質砂が堆積した時にはイネ科が卓越しク

ワーイラクサ科、ヨモギ属を伴うものであったが、

黒褐色泥炭が堆積した時にはイネ科、ヨモギ属、

アカザ科、ナデシコ科が卓越した群落を形成し、

暗褐色泥炭が堆積した時にはクワーイラクサ科や

アカザ科、イネ科が卓越した群落に替わり、上位

の黒色木質泥炭や暗褐色木質泥炭が堆積した頃に

はヨモギ属とイネ科が卓越した群落に替わるとい

った変遷を辿る。

わずかではあるが連続して検出された栽培種の

イネ科や、暗褐色泥炭から 1粒検出されたソパ属

花粉は、近くでイネ科やソパ属の穀物が栽培され

ていたことを示す。これまでに松谷(1989、1992)

によって、勝山館跡からコメやキピ、ソパ、アワ、
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小豆、ウリや、ウメ、ムクロジなどの種子の出土

が報告されている。また、山田 (1985)は勝山館

跡の井戸周囲の堆積物からソパ属花粉を検出し、

ソパが栽培されていたことを明らかにしている。

泥炭中から検出されたイネ科や、ノパ属花粉は、こ

れらの栽培種のいくつかは上ノ国で栽培されてい

たことを物語る。

泥炭中から連続して寄生虫卵が検出されたが、

1 cnIの泥炭中から出土した数が最大でも27個であ

る。金原 (1997) によると、藤原京などの便所遺

構中からは 1cnIの堆積物中に5，000-6，000個の寄

生虫卵が含まれており、鞭虫と回虫は定住してい

る、人口密度が高い、農耕生活をしているという

条件下で蔓延する種類であるとしている。したが

って、今回試料を採取した個所は便槽や肥溜跡で

はない。陸上部に堆積した土壌の分析を行っては

いないが、当時の上ノ国の市街地が寄生虫によっ

て汚染されており、雨水によって土壌が河川に流

れ込んだ際に、土撲中に含まれていた寄生虫卵が

ともに流れ込んだことが考えられる。

ともあれ、 16世紀末から17世紀初頭にかけて、

回虫や鞭虫で汚染された野菜を十分に洗浄しない

でたべ下サケ科の魚類やコイ科の魚類を生で食べ

るという生活が行われていたことを示すものと考

えられる。
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第 2部夷王山墳墓群第E地区の調査

I 遺跡の概要

夷王山墳墓群は、夷王山麓周辺に広がる中世の

墳墓群で、勝山館の人々の葬送地と推される。今

尚、マウンド状に墓の封土が残り、地表面からで

もその位置が容易に確認できる。現在、地表観察

と発掘調査から 6つの丘陵に計622基の墳墓があ

ると想定されている。その内、今回の調査地点で

ある第H地区には、 113基の墓が想定されている。

発掘調査は昭和27年明治大学の調査を鳴矢とし、

同39・56・57、平成元年に調査が行われ、土葬墓、

火葬墓、火葬施設等を検出している。昭和56年度

勝山館の揚め手地区の調査でもその一群と恩われ

る土葬墓を調査している。

E 遺構確認調査

1.調査目的 II a層 7. 5YR2I3-7. 5YR4/3黒褐色土、褐色

現園路は夷王山墳墓群第E地区内を通るもので

あり、来年度以降園路整備が行われる予定のルー

ト上に掛かる遺構の状況を確認する調査である。

墳墓の広がりを確認することを目的とした。

2.位置

夷王山の裾、平成元年度調査区の南東側、標高

127m前後の平坦地である。北東側は小さな沢に

向かい傾斜し、東側は50基の墓が分布し、寺ノ沢

川の一支流に至る。又、地表観察では、マウンド

状に残る墓を確認していない地点である。

3.調査法

現駐車場とほぼ並行するラインを横軸とし調査

区を設定した。作図方法等は宮ノ沢川右岸地区の

調査方法とほぼ同様であり割愛する。調査は L1 

-01・L3-03・L5-05ラインの 3つの

トレンチを設定し、表土を除去、遺構(墳墓)の

分布を確認した。その後、遺構を確認したL5-

05ラインに隣接する L4-04ラインでも遺構

(墳墓)の存在が想定されるので、調査区を拡張し、

3基の土壌を調査した。

4.調査経過

10月4日調査開始。表土除去後、遺構、土層堆

積状況を確認。 14日一土墳2、4調査。後土墳5

を調査。 10月21日調査終了。

5. 基本層序と堆積状況

基本層位は勝山館跡の調査に基づき設定。

I層 10YR2I3-7.5YR4/3黒褐色土、褐色土 (近

.現代に相当)。

H層 2層に細分される(近世に相当)。

土。

II b層 白色火山灰 (Ko-d、1640年降灰)。

皿層 7. 5YR2I1-7. 5YR2I3黒褐色土、暗褐色土、

盛土(中世に相当)。

W層 3層に細分される(中世以前に相当)。

Na層 7. 5YR2I1-7. 5YR2I3黒褐色土、暗褐

色土。

Nb層 褐色火山灰 (B-Tmと推される)。

NC層 7. 5YR2I2 -10YR3/4黒褐色土、暗褐

色土。

V層 7.5YR4/4 ソフ・トローム。

VI層 7.5YR4/6 ハードローム。

調査区西側ではW層以降の堆積が良好に残り、

L1-01区周辺でKo-dを確認し、厚いところ

では 5cmの堆積がある。又、 K-M1区周辺で磯

粒の混じる盛土を確認した。 Ko-d下層であり中

世以前のものと推される。一方調査区東側M.N
3区では後世の削平のため、 I層下がV'VI層に

なる場所もある。

6.検出遺構

勝山館期と推される火葬墓4基、火葬施設 1基

を検出した。遺構配置図に示した柱穴は道指定史

跡、の昭和の頃の柵や案内板の柱である。又、 K-
M1区周辺で中世期と想定される盛土を確認した。

土墳 1: 05区に位置する。長軸1.3m、短軸は

最大0.9m、平面形は台形状を呈する。覆土に炭

化物を多量に含む。遺構プランの確認で調査終了。

土壊 2: (第 3図、 PL.8 -3) 0 5区に位置す

る。調査区外部分は未調査であり、平面規模は不
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明だが、平面形は長軸 1m以上の隅丸長方形ない

し、楕円形を呈すると推される。炭化物を多量に

含む。覆土上面にKo-dのブロックが堆積する。

土墳 3: N 5区に位置する。長軸1.2m、短軸1.1

m、平面形は隅丸方形ないしは楕円形を呈する。

覆土に炭化物を多量に含む。遺構プランの確認で

調査終了。

土墳 4: (PL. 8 -2) L 5区に位置する。平面

形は、長軸1.4m、短軸1.2mの長方形を呈する。

覆土上部にはKo-dが20cmと厚く堆積し、下部に

E 

今回の調査で、夷王山墳墓群第E地区で地表観

察で確認されているもの以外に、新たに 4基の火

葬墓を確認し、十字形の講を伴う火葬施設を 1基

検出した。これで第H地区で検出された十字形の

溝を伴う火葬施設は 6基となった。墓の内、土壌

4は境内に焼土が厚く堆積しており、 4-5 cm長

程の焼骨を複数検出した。焼土に混じりが少ない

ことと焼骨の残り具合から 2次堆積とは考えがた

く、域内で生じたもの、つまり土域内で火葬され

たと推される。前述の十字溝を伴う火葬施設で焼

き、墓へ収めるものとは違った葬送法があると推

される。しかし、土墳 4の域底部は未調査であり、

遺構の全容が不明である以上、火葬方法の違いに

表 3 土境 2土層観察表

は焼土が 6cm程堆する。焼骨が東壁側を中心に出

土。他に銅銭、釘等が出土した。今回の調査は焼

土面で終了した。

土績 5: (第 3図、 PL.8 -4) M 3区に位置す

る。長軸(北西一南東)2.7m、短軸(北東一南西)

2.4mの十字状の溝の南西脇と南東脇に段が付く

形態である。覆土は炭化物を多量に含み、溝北東

部では骨片を検出した。平成元年度調査でも、十

字形のi葬を伴う土壌が検出され、火葬施設と推さ

れたが、これも同様の遺構と推される。

まとめ

ついては、今後検討を要する課題である。

調査区北西部で盛土を確認したが、この周辺は

墓の分布しない地点である。盛土の性格は不明で

あるが、墓の分布しない場所にも人の手が加わっ

ている状況を確認したのは、平成元年度調査検出

の道遺構に続いて 2例目である。

第E地区の調査では、これまでの調査で墳墓、

火葬施設、道の遺構が確認され、墓地の実態が少

しづっ浮かび上がってきた。しかし、墓の調査数

が少ない中、今年度調査の結果を併せても、第E

地区の様相を述べるには資料不足であり、来年度

調査予定の東隣接地の調査結果を踏まえ再考した

い 。(松田)

n b 7.5YR 212 黒褐色土主体 白色火山灰 (Ko'd)20" ソフト

IVb 7.5YR 211 思禍色土主体 7.5YR4ノ6補色火山灰 (B-Tm)混じる ゾフト

7.5YR 212 黒禍色土主体 ソフト

2 7.5YR 212 照褐色土主体 ローム粒 ソフト

3 lOYR 211 m色土主体 ソフト 炭化物少量
4 7.5YR 1.711 烈褐色土主体 ソフト 民化物多量
5 7.5YR 212 :11褐色土主体 ローム粒 ソフト

6 7.5YR 1.711 黒色土主体 ソフト 炭化物生量
7 7.5YR 212 県褐色土主体 ローム粒 ソフト

8 7.5YR 1.711 民化物主体 ソフト

9 7.5YR 211 黒色土主体 ローム粒 ソフト 炭化物多量

10 10YR 4/3 褐色土主体 ソフトローム ソフト

表 4 土境5土層観察表 1 (A-A' 
7.5YR 2/2 黒褐色土主体 火山灰少量 焼土粒微量C少量
7.5YR 1. 711 黒色土主体 骨1--量

7.5YR 2ノi 黒色土主体 火山灰世量 C1--量

7.5YR 212 円~~褐色土主体 焼土粒少量C'T量
7.5YR 312 黒褐色土主体 ローム粒

7.5YR 4/3 禍邑土主体 ローム粒

7.5YR 211 黒褐色土主体 |焼土粒少量

7.5YR ，/， 褐色土主体 ソフトローム

表 5 土壊5土層観察表 1 (8-8' 
7.5YR 2/2 思尚色土主体 火山灰生量 壌土粒微量
7.5YR 1.7/1 黒色土主体 骨生量C微量
7.5YR 4'3 褐色土主体 ソフトローム C少量
7.5YR 3/3 時褐色土主体 火山灰微量 焼土粒少量C微量
7.5YR 4/3 尚色土主体 ソフトローム C徴量

7.5YR 3，3 時禍色土主体 ソフトローム C微量
7.5YR 3/3 暗禍色土主体 ソフトローム 棋士粒生量C微量
7.5YR 212 黒褐色土主体 ソフトローム C骨量
7.5YR 2 '2 黒褐色土主体 ソフトローム C微量

7.5YR 212 黒補色土主体 ソフト C 多量
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図版





1 重要文化財旧笹浪家住宅主屋正面石坦検出状況 (北西から)

2 堀跡検出状況 (西から)
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1 調査区西側宮ノ沢川右岸完掘状況 (南から) 2 調査区西側宮ノ沢川右岸完掘状況
(杭列が連続する一北から)

4 調査区西側宮ノ沢川右岸北壁土層堆積状況

3 調査区西側宮ノ沢川右岸西壁土層堆積状況
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写真1 NO.1 (7026)半製品の非金属介在物に含有される元素濃度分布のカラーマ ップ

色が青ー赤一白の順に含有濃度が高い。

XTは鉄チタン酸化物、 FはFeO一MgO-SiO，系化合物、Mはマ トリ ックス。
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遺
構
検
出
状
況

旧笹浪家住宅主屋正面石垣 (西側部分)2 

(西から)土壌 55 

調査区南土層8 

鍛冶関連浮検出状況
(部分拡大・南から)

7 鍛冶関連浮検出状況 (南から)6 
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2 形代・志野皿他出土状況

3 形代出土状況

5 木製品出土状況 (下駄他)

6 形代出土状況



2 3 

1 木簡 (表 ・赤外線撮影) 2 木簡 (表)

3 木簡 (裏 I!."fJ ・・・ 6 
(写真提供 奈良国立文化財研究所)

11 
4~8 形代

9・10 羽子板

11 網浮子
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網開

一一ー10μm

図 No.1半製品の外観と摘出した試料片の組織観察結果

a ，外観、矢印は試料片摘出位置。
b 1-b 3・C1-C3 aのSa1・Sa2から摘出した試料片のナイタールによるマクロ ・ミクロエッチング組織と残

存する非金属介在物のEPMAによる組成像 (COMP)
XTはFe-Ti-AI-O系化合物、 FはFeO-MgO-SiOz系化合物、 Mはマトリックス。
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図2 鉄器の外観と摘出した試料片の組織観察結果

外観の矢印は試料片摘出位置。No.3 . No. 4はナイタールによるエッチングを実施。

マクロまたはマクロエッチング組織の枠囲んだ内部をミクロ組織観察。COMPはEPMAによる組成像。Cm
はセメンタイト (Fe3C)、Wはウスタイト、 XTはFe-Ti-AI-V-O系化合物、 FはFeO一MgO-Si02系化合物、 Mは

マトリックス。
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No.7過共析鋼No.6はまぐり形鋳鉄No.5鉄鋼
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図 3 No.5鉄鍋・ No.6はまぐり形鋳鉄・ No.7過共析鋼の外観と摘出した試料片の組織観察結果

外観の矢印は試料片摘出位置。No.6・No.7はナイタールによるエッチングを実施。

マクロまたはマクロエァチング組織の枠囲んだ内部をミク口組織観察。COMPはEPMAによる組成像。

Lはレーデブライト組織、 Gは片状黒鉛、 PCmは初析セメンタイト。
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国4 鉄;宰・羽口の外観と摘出した試料片の組織観察結果

外観の矢印は試料片摘出位置。マク口組織の枠阻んだ内部をミクロ組織観察。

COMPはEPMAによる組成像。Wはウスタイト、 XTはFe-Ti“Al-O系化合物、 HはFe-Al-O系化合物、 F
はFeO-MgO-SiOz系化合物、 OはFe-Si-Ca-O系化合物、 Qは石英、 Mはマトリックス。
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図 5 No.15るつぼの外観と摘出した試料片の組織観察結果

a 外観、矢印は制ヰ片摘出位置。 bj ，摘出した試料片のマクロ組織。

b2・b3; b 1の枠で囲んだ内部のミク口組織。

C;EPMAによる組成像 (COMP)と定性分析結果
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図6 半月形鉄塊ならびに鉄塊系遺物の外観と組織観察結果

al・a2 ;半月形鉄塊の外観と摘出した試料片の組織観察結果
b I • b 2 ;鉄塊系造物の外観と摘出した試料片の組織観察結果
L レーデブライト組織

Sa1 

Sa2 

5cm 

輔 園
o 5cm 

Q 

図7 銅もしくは銅合金塊と銅片の外観

矢印は試料片摘出位置
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主な花粉・胞子と寄生虫卵 (X1200)
l.クルミ属， A -No.11、2 ハンノキ属， A-No.16、3 カバノキ属， A-No.14、4. ブナ属， A-No.10、5.

コナラ亜属， A -No.22、 6.ニレ属， A -No.11、7. クワーイラクサ科， A-No.10、 8.アカザ科， A-No.10、

9・マメ科， A-No.8、10.タデ科， A-No.10、11 ソパ属， B-No.9、12.ナデシコ科， A-No.14、13. アブ

ラナ科， A -No. 4、14.セリ科， B-No.8、15.シソ科、 A-No.12、16.ヨモギ属， 色A-No. 1、17.キク亜科，

B-No.12、18 イネ科(栽培種)， A-No.5、19.イネ科(野生種) B-No.8、20. カヤツリグサ科， A-No.10、

21 ユリ科，B-No.12、22 シダ類， B-No.8、23 広節裂頭条虫卵つ， B-No.3、24.回虫卵， A-No.3、25.
吸虫類卵， B-No.15、26 鞭虫， A-No.17、27.不明寄生虫卵， A司 NO.6
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か上みのノ〈に国ちょ町ヲあ字ざ勝かっ山やま
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種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

城館 中世 堀跡 青磁碗

輸羽口

中世後半 土墳 2;!.l; 白磁・染付・瀬戸美

~現代 沢跡 i農・唐津碗・皿、珠

杭列 洲・越前・備前揺鉢、

石積み 銀、小柄、香炉、ガ

ラス玉、樽、木筒、

形代、イクパスイ、

丸木弓、漆器碗・盆

肥前・瀬戸磁器

墓 中 世 火葬基4基 釘、銅銭

火葬施設 1基

調査期間 調査面積 調査原因

平成11年 環境整備

5月11日 事業に伴う

350m' 調査

10月21日

10月4日 250m' 

-10月21

日

特記事項

中心部から東200mの平坦地に、

館の外郭の一部を形成すると推測

される堀を検出。

宮ノ沢川|旧川岸と推測される地点

より、多数の木製品と陶磁器が出

土。 Ko-d (1640年降灰)の下層

であることと出土遺物の年代から

慶長期の遺物群と推測される。イ

クパスイ、丸木弓、シロシのある

漆器、骨角器等、アイヌ文化遺物

も同一層から出土。

笹i良家住宅関連遺構では、明治改

築時に積まれた主屋土台の石垣を

検出。

地表観察で確認されていた以外

に新たに 4基の墓を確認。調査区

西側の一部で中世の盛土を確認。
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表 1 東西セクション南壁土層観察表 (A-A' ) 

]， 1 10YR 213 黒褐色土主体 ややソフト 田 JVa-] 7.5YR 312 鼎褐色土主体 ややソフト

I1a-l 7.5YR 3/3 暗褐色土主体 白色大山灰 (Ko'd)微量 C骨量量 m . IVa-2 7.5YR 212 鼎禍色土主体 ややソフト

II 3-2 lOYR 3/3 暗褐色土主体 ややソフト 皿lVa-3 7.5YR 1.711 期禍色土主体

II b' 1 10YR 213 黒褐色土主体 白色火山灰 (Ko'd) 5" ややソフト 田 Na-4 7.5YR 2ノl 鼎褐色土主体 ややソフト

II b' 2 7.5YR 312 黒褐色土主体 火山灰プロック状に混じる ソフト 皿.)¥Ia-5 7.5YR 2ノ3 '官補色土主体 ややソフト

回ー Na-1 10YR 212 /1J褐色土主体 ソフト IVc-l 7.5YR 213 時褐色土主体 ややソフト

皿.Na-2 7.5YR 212 黒褐色土主体 ローム粒 ソフト C徹量 JVc-2 7.5YR 212 黒褐色土主体 ソフト

回.JVa-3 10YR 212 黒褐色土主体 ややソフト v 7.5YR 4/4 補色土主体 ハード

IVb'l lOYR 4/4 褐色火山灰主体 褐色火山灰 (B-Tm)50" + 10YR2I2/1J補色土 ソフト 11 7.5YR 4/6 蝿色土主体

IVb-2 7.5YR 212 黒褐色土主体 ソフト イ 7.5YR 212 黒色土主体

IVc 10YR 3/4 暗闇色土主体 ややソフト ロ 7.5YR 4/3 褐色土主体

土場5イ lOYR 2ノ3 黒褐色土主体 ソフト 焼土粒離量 J、 7.5YR 3/3 時褐色土主体

ロ 7.5YR 211 黒色土民化物主体 ソフト 炭化物多量 7.5YR 312 黒褐色土主体

ホ 7.5YR 212 期褐色土主体

表 2 南北セクション東壁土層観察表 (8-8' ) へ 7.5YR 312 開補色土主体

ト 7.5YR 2ノ2 皿褐色土主体

]-1 7.5YR 4/3 褐色土主体 様粒多量 ややソフト 焼土粒C あ 7.5YR 3/3 暗褐色土主体

]-2 7.5YR 4/3 褐色土主体 様粒多量基盤礁 焼土粒C
，、 7.5YR 3/3 時褐色土主体

Ila-] 7.5YR 4/3 褐色土主体 機粒多量基盤礁合量 ややハード C う 7.5YR 3/3 暗褐色土主体

IIa-2 7.5YR 3/3 暗褐色土主体 ローム栓標柱基盤標 ややソフト 焼土投C A 7.5YR 212 黒褐色土主体

lla-3 7.5YR 3/4 略拠色土主体 喋粒少量 ややソフト 焼土多量C多量 B 7.5YR 211 黒褐色土主体

lla-4 7.5YR 213 黒褐色土主体 礁粒多量 ややソフト 焼土柱C c 7.5YR 211 黒褐色土主体

n a-5 7.5YR 4/3 褐色土主体 ソフトローム10YR6/3貰褐色火山灰少量 ややハード

n a-6 7.5YR 312 黒褐色土主体 ローム粒 ややソフト C~、量

lla-7 7.5YR 3/3 iff褐色土主体 ローム粒徴量

n a-8 7.5YR 4/3 褐色土主体 ローム粒 ハード C~量

II b-1 7.5YR 3/3 暗褐色土主体 ソフトローム混じる白色火山灰少量

II b-2 7.5YR 312 時褐色土主体

II b-3 7.5YR 3/2 黒褐色土主体

79 
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